
WT51487X02

もくじ ページ

1表紙

冷媒　R410A対応

据付工事説明書(販売店･工事店様用 )

三菱電機 設備用パッケージエアコン
 室内ユニット

形名
オールフレッシュタイプ (屋外設置仕様 )
PFAV-P265DMJ3G-F
PFAV-P335DMJ3G-F
PFAV-P530DMJ3G-F
PFAV-P670DMJ3G-F

安全のために必ず守ること...............................3
1. 使用部品...................................................... 11
2. 使用箇所（据付工事の概要）..................... 16
3. 据付場所の選定.......................................... 17
4. 据付工事...................................................... 23
5. 配管工事...................................................... 27
6. 電気工事...................................................... 37
7. 応用据付工事.............................................. 48
8. 据付工事後の確認 ...................................... 55
9. 試運転.......................................................... 56
10. お客様への説明 ....................................... 74
11. 法令関連の表示 ....................................... 75

この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付作業が必要です。据付作業
の前に、この説明書を必ずお読みください。
据付作業完了後、お使いになる方に必ずこの説明書をお渡しください。

なお、以下の項目はお客様向け特記事項です。
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安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、据え付けてください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事
をされる方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しくだ
さい。

電気配線工事は、法令に基づく資格のある電気工事業者に依頼し、「第一種電気工事士」
の資格を有する者が行う。（第二種電気工事士は電気工事士法で認められた範囲のみ対
応可）
冷凍保安規則に基づき、機器の設置又は変更の工事を完成したときは、設計圧力以上の
圧力で行う気密試験を行う。
ろう付け作業は以下のいずれかを満たす者が行う。
冷凍空気調和機器施工技能士資格を保有する者（1級及び2級に限る）
ガス溶接技能講習を修了した者
その他厚生労働大臣が定めた者

[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うおそれのあるもの

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負う、または物的損害が発生するおそ
れのあるもの

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般指示）

（アース線を
必ず接続せよ）

一般事項

当社指定の冷媒以外は絶対に封入しな
い。

　

禁止

封入すると、使用時・修理時・廃棄時な
どに、破裂・火災・爆発の原因になり
ます。
法令違反の原因になります。
封入冷媒の種類は、機器付属の説明書・
銘板に記載し指定しています。
指定冷媒以外を封入した場合の不具合・
事故に関して当社は一切責任を負いま
せん。

以下の特殊な環境では使用しない。
油・蒸気・有機溶剤・粉じん・腐食ガ
ス（アンモニア・硫黄化合物・酸な
ど）の多いところ
酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーを頻繁に使用するところ

　

使用禁止性能低下・腐食により、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・故障・発煙・火災の
原因になります。
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冷媒回路内に冷媒ガス・油を封入した
状態で、封止状態を作らない。

　

禁止
封止状態で使用すると、破裂・爆発の原
因になります。

安全装置・保護装置の改造や設定変更
をしない。

　

変更禁止

保護装置を改造して運転を行った場合、
破裂・発火・火災・爆発の原因になり
ます。
設定を変更して使用した場合、破裂・発
火・火災・爆発の原因になります。
当社指定品以外のものを使用した場合、
破裂・発火・火災・爆発の原因になり
ます。

ユニットの据付・点検・修理をする周
囲に子どもを近づけない。

　

禁止
工具などが落下すると、けがの原因にな
ります。

ユニットの近くに可燃物を置いたり、
可燃性スプレーを使用したりしない。

　

禁止
引火・火災・爆発の原因になります。

ヒューズ交換時は、針金・銅線を使用
しない。 　

禁止

ヒューズ以外のものを使用すると、発
火・火災の原因になります。
指定容量のヒューズを使用してくださ
い。

運転中および運転停止直後の電気部品
に素手で触れない。

　

接触禁止

素手で触れると、火傷・感電の原因にな
ります。
保護具を身につけて作業してください。

コントローラを水・液体で洗わない。 　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災の原因になります。

電気部品に水・液体・洗浄スプレー液
をかけない。

　

水ぬれ
禁止

水分がかかった状態で使用すると、
ショート・漏電・感電・故障・発煙・
発火・火災の原因になります。

ぬれた手で電気部品に触れたり、ス
イッチ・ボタンを操作したりしない。

　

ぬれ手
禁止

感電・故障・発煙・発火・火災の原因に
なります。
ぬれた手を拭いてから、作業してくださ
い。

掃除・整備・点検をするときは、運転
を停止して、主電源を切る。

　

指示を
実行

運転中や主電源が入った状態で作業する
と、けが・感電の原因になります。
回転機器により、けがの原因になりま
す。

換気をする。 　

換気を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生の
原因になります。

燃焼器具を使用する場合は換気をする。 　

換気を
実行

不完全燃焼を起こし、酸素欠乏・一酸化
炭素中毒の原因になります。

アルコールで消毒した場合、換気をし
て周囲に充満するアルコールガスを取
り除く。

　

指示を
実行

ガスを取り除かずに電源を入れると、引
火・爆発の原因になります。
（本製品は防爆仕様ではありません）

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停
止して電源スイッチを切る。

　

指示を
実行

異常のまま運転を続けると、感電・故
障・火災の原因になります。
お買上げの販売店・お客様相談窓口に連
絡してください。

コントローラのカバーを取り付ける。 　

指示を
実行

ほこり・水が入ると、感電・発煙・発
火・火災の原因になります。

端子箱・制御箱のカバーまたはパネル
を取り付ける。

　

指示を
実行

ほこり・水が入ると、感電・発煙・発
火・火災の原因になります。

ユニットが、固定されていることを確
認する。

　

指示を
実行

不備があるとユニットが転倒・落下し、
けがの原因になります。

基礎・据付台が傷んでいないか定期的
に点検する。

　

指示を
実行

ユニットの転倒・落下（据付場所により
異なる）により、けがの原因になりま
す。
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ユニット・コントローラを病院など医
療機関に据え付ける場合は、ノイズ対
策を行う。

　

指示を
実行

ノイズが医療機器に悪影響を与え、医療
行為を妨げる原因になります。

ユニットの廃棄は、専門業者に依頼す
る。

　

指示を
実行

充てんした油や冷媒を取り除いて廃棄し
ないと、環境破壊・火災・爆発の原因
になります。

ユニットの上に乗ったり物を載せたり
しない。

　

禁止
ユニットの転倒や載せたものの落下によ
り、けがの原因になります。

空気の吹出口・吸込口に指や棒などを
入れない。

　

禁止
ファンに当たり、けがの原因になりま
す。

先のとがった物で表示部・スイッチ・
ボタンを押さない。

　

使用禁止
感電・故障の原因になります。

パネルやガードを外したまま運転しな
い。

　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがの
原因になります。
高温部に触れると、火傷の原因になりま
す。
高電圧部に触れると、感電の原因になり
ます。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しない。

　

使用禁止
保存品が品質低下する原因になります。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らない。

　

禁止

ユニットが故障し、水漏れにより家財が
ぬれる原因になります。
運転停止から5分以上待ってください。

部品端面・ファン・熱交換器のフィン
表面に触れるときは保護具を身に付け
る。

　

指示を
実行

けが・感電・故障の原因になります。

保護具を身に付けて操作する。 　

指示を
実行

主電源を切っても数分間は充電された電
気が残るため、触れると感電の原因に
なります。

電気部品を触る場合は、保護具を身に
付ける。

　

指示を
実行

高温部に触れると、火傷の原因になりま
す。
高電圧部に触れると、感電の原因になり
ます。

作業する場合は保護具を身に付ける。 　

指示を
実行

けがの原因になります。

ユニット内の冷媒は、処理業者に依頼
して回収・廃棄する。

　

指示を
実行

大気に放出すると、環境破壊の原因にな
ります。

販売店または専門業者が定期的に点検
する。

　

指示を
実行

ユニットの内部に、ごみ・ほこりがたま
ると、水漏れにより家財がぬれる原因
になります。
においが発生する原因になります。
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[2] 運搬・据付工事をするときに

[3] 据付工事をするときに

運搬・据付工事をするときに

搬入作業をするときは、ユニットの指
定位置で吊り下げる。横ずれしないよ
う固定し、四点支持で行う。

　

指示を
実行

三点支持で運搬・吊り下げると、ユニッ
トが転倒・落下し、けがの原因になり
ます。

梱包に使用しているPPバンドを持っ
て運搬しない。

　

運搬禁止
PPバンドによる、けがの原因になりま
す。

20kg以上の製品は、1人で運搬しな
い。

　

禁止
1人作業はけがの原因になります。
2人以上で作業してください。

運搬作業時、製品を落下させない。 　

禁止

破損し、けがの原因になります。

据付工事をするときに

以下の場所にユニット・コントローラ
を設置しない。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがある場所

　

禁止
可燃性ガスがユニット・コントローラの
周囲にたまると、火災・爆発の原因に
なります。

コントローラは水のかかるところや高
湿度で結露するところには据え付けな
い。

　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災の原因になります。

梱包材は廃棄する。 　　

指示を
実行

けがの原因になります。

袋状の梱包材は破棄する。 　　

指示を
実行

窒息事故の原因になります。

据付工事は、販売店または専門業者が
据付工事説明書に従って行う。

　

指示を
実行

工事に不備があると、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・火災の原因になりま
す。
強風・地震に備えないと、転倒・落下の
原因になります。
お客様ご自身での工事は、事故の原因に
なります。

同梱品の装着や取外しを行う。 　

指示を
実行

不備があると、冷媒漏れ・酸素欠乏・発
煙・発火の原因になります。

冷媒が漏れた場合の限界濃度対策を行
う。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
（ガス漏れ検知器の設置をおすすめしま
す）



安全のために必ず守ること

7 WT51487X02

[4] 配管工事をするときに

据付工事部品は、必ず同梱部品および
指定の部品を使用する。

　

指示を
実行

当社指定部品を使用しないと、事故の原
因になります。

販売店または専門業者が当社指定の別
売品を取り付ける。

　

指示を
実行

不備があると、水漏れ・けが・感電・火
災の原因になります。

地震に備え、所定の据付工事を行う。 　

指示を
実行

工事に不備があると、ユニットが転倒・
落下し、けがの原因になります。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付ける。

　

指示を
実行

据え付けたユニットに傾斜があると、ユ
ニットが転倒し、けがの原因になりま
す。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付ける。

　

指示を
実行

強度不足や、据え付けに不備があると、
ユニットが転倒・落下し、けがの原因
になります。

コントローラの質量に耐えられるとこ
ろに据え付ける。

　

指示を
実行

強度不足や、据え付けに不備があると、
コントローラが落下し、けがの原因に
なります。

ぬれて困るものの上に据え付けない。 　

据付禁止

ユニットからドレンが出るため、ぬれる
原因になります。

配管・配線取出し口の開口部は塞ぐ。 　

指示を
実行

小動物・雪・雨水が内部に入ると、機器
が損傷し、漏電・感電・故障の原因に
なります。

コントローラの意匠カバー・上ケース
は“パチッ”と音がするまではめ込
む。

　

指示を
実行

不備があると、製品が落下し、けが・損
傷・故障の原因になります。

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従って排水工事を行う。

　

指示を
実行

不備があると、雨水・ドレンなどが屋内
に浸水し、家財・周囲がぬれる原因に
なります。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付ける。

　

指示を
実行

据え付けたユニットに傾斜があると、ド
レン漏れの原因になります。

ダクトは断熱する。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれる原因にな
ります。

配管工事をするときに

冷媒回路は、冷媒による冷媒置換をし
ない。 　

禁止

指定外の気体が混入した場合、破裂・爆
発の原因になります。
真空ポンプによる真空引き乾燥を行って
ください。

加圧ガスに塩素系冷媒・酸素・可燃ガ
スを使用しない。

　

使用禁止

使用すると、爆発の原因になります。
当社指定の加圧ガスを使用してくださ
い。

冷媒回路内にガスを封入した状態で加
熱しない。

　

禁止
加熱すると、ユニットが破裂・爆発する
原因になります。
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[5] 電気工事をするときに

冷媒回路内に、指定の冷媒以外の物質
（空気など）を混入しない。

　

禁止

指定外の気体が混入すると、異常な圧力
上昇により、破裂・爆発の原因になり
ます。

現地配管を部品端面に接触させない。 　

禁止

配管が損傷し、冷媒漏れ・酸素欠乏の原
因になります。

サービスバルブを操作するときは、冷
媒噴出に気をつける。

　

指示を
実行

噴出した冷媒に触れると、凍傷・けがの
原因になります。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生の
原因になります。

使用冷媒・配管径・配管の材質を確認
し、適合した肉厚の配管を使用する。

　　

指示を
実行

不適合品を使用すると、配管が損傷し、
冷媒漏れ・酸素欠乏の原因になります。

冷媒が漏れていないことを確認する。 　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生の
原因になります。

配管接続部の断熱は気密試験後に行う。 　

指示を
実行

断熱材をつけた状態で気密試験を行う
と、冷媒漏れを検知できず、酸素欠乏
の原因になります。

ドレン配管はドレントラップの上流で
合流しない。

　

合流禁止
不備があると、水漏れにより家財がぬれ
る原因になります。

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従ってドレン配管工事を行う。

　

指示を
実行

不備があると、水漏れにより家財がぬれ
る原因になります。

ドレン水が排水できることを確認する。 　

指示を
実行

不備があると、水漏れにより家財がぬれ
る原因になります。

配管を断熱する。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれる原因にな
ります。

コーキングをする。 　

指示を
実行

不備があると、床がぬれる原因になりま
す。

電気工事をするときに

電源用端子台に、単線とより線や、異
なったサイズの配線を併用しない。

　

禁止

併用すると、ねじ緩み・接触不良によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

配線を冷媒配管・部品端面に接触させ
ない。

　

禁止
配線が接触すると、漏電・断線・発煙・
発火・火災の原因になります。

基板が損傷した状態で使用しない。 　

禁止

発熱・発火・火災の原因になります。

配線に外力や張力が伝わらないように
する。

　

指示を
実行

配線が発熱・断線し、発煙・発火・火災
の原因になります。
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端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定する。

　

指示を
実行

配線接続部の接触不良・発熱・断線によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

配線端子のねじは規定のトルクで締め
る。

　

指示を
実行

ねじ緩み・接触不良により、発煙・発
火・火災の原因になります。

電気工事をする前に、主電源を切る。 　

指示を
実行

けが・感電の原因になります。

電気工事は、第一種電気工事士の資格
所持者が以下に従って行う。
電気設備に関する技術基準
内線規程
据付工事説明書

　

指示を
実行施工不備があると、感電・故障・発煙・

発火・火災の原因になります。

電気配線には所定の配線を用い、専用
回路を使用する。

　

指示を
実行

電源回路容量不足や施工不備があると、
感電・故障・発煙・発火・火災の原因
になります。

電源には漏電遮断器をユニット1台に
つき1個設置する。

　

指示を
実行

漏電遮断器を取り付けないと、感電・発
煙・発火・火災の原因になります。

以下の正しい容量の遮断器を使用する。
漏電遮断器
ヒューズ（開閉器＋B種ヒューズ）
配線用遮断器

　

指示を
実行

大きな容量の遮断器を使用すると、感
電・故障・発煙・発火・火災の原因に
なります。

電源配線には、電流容量などに適合し
た規格品の配線を使用する。

　

指示を
実行

不適合の配線を使用すると、漏電・発
熱・発煙・発火・火災の原因になりま
す。

配線引込口をパテでシールする。 　

指示を
実行

露・水・小動物が浸入すると、感電・故
障・火災の原因になります。

D種接地（アース）工事は第一種電気
工事士の資格のある電気工事業者が行
う。
アース線をガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線に接続しない。

　

アース
接続感電・ノイズにより、誤動作・発煙・発

火・火災・爆発の原因になります。

端子台に配線の切りくずが入らないよ
うにする。

　

指示を
実行

切りくずが入ると、ショート・感電・故
障の原因になります。

コントローラの内部に配線の切りくず
が入らないようにする。

　

指示を
実行

切りくずが入ると、ショート・感電・故
障の原因になります。

シールド線を使用する場合、シールド
部の絶縁処理を行う。

　

指示を
実行

ショート・感電・故障の原因になりま
す。

コネクタを抜き差しする場合、室内
ファンが回転しないことを確認する。

　

指示を
実行

室内ファンが回転すると基板に充電さ
れ、感電の原因になります。
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[6] 移設・修理をするときに

移設・修理をするときに

改造はしない。 　

禁止

改造すると、冷媒漏れ・水漏れ・けが・
感電・火災の原因になります。
移設・分解・修理は販売店または専門業
者に依頼してください。

基板に手・工具で触れたり、ほこりを
付着させたりしない。

　

接触禁止
ショート・感電・故障・火災の原因にな
ります。

雨天のときは、工事などの作業をしな
い。

　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災の原因になります。

点検・修理時は、配管支持部材・断熱
材を確認し劣化したものは補修、交換
する。

　

指示を
実行

冷媒漏れ・水漏れの原因になります。

分解・修理をした場合、部品を元どお
り取り付ける。

　

指示を
実行

不備があると、けが・感電・火災の原因
になります。

点検・修理をした場合、配線が劣化し
ていないか確認し、劣化しているもの
は交換する。

　

指示を
実行

漏電・火災の原因になります。
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1. 使用部品
1-1. 同梱部品

本ユニットには下記の部品が入っています。作業前に確認してください。

1-2. 別売部品
以下の部品は、三菱電機指定の純正部品を使用してください。
別売部品の取付けは、別売部品に付属の取付説明書に従ってください。

No. 品名 個数 同梱部

D-1 付属配管（ガス） 1

本体内のドレンパン上

D-2 付属配管（液） 1

D-3 MAリモコン 1

D-4 吊金具前面用（横滑り防止板金） 2

D-5 吊金具背面用（横滑り防止板金） 2

D-6 結束バンド 3

D-7 吸込フード 1

別梱包内D-8 吸込フード　固定ねじ
18

P265, 335形：使用本数13, 予備 5
P530, 670形：使用本数15, 予備 3

D-9 フィルター 1

No. 室内ユニット形名 PFAV-
P265DMJ3G-F

PFAV-
P335DMJ3G-F

PFAV-
P530DMJ3G-F

PFAV-
P670DMJ3G-F

P-1
電気部品

サーミスター取付け位置
変更部品 PAC-SE40TS-W

P-2 霜取運転出力コネクター PAC-CB26DC
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1-3. 一般市販部品
部品仕様の詳細は指定のページを参照してください。「一般市販部品の仕様（13ページ）」

※1　室内ユニットのMA リモコン用端子台（TB15）間の渡り配線も含みます。

1-4. 別売品
以下の部品は、三菱電機指定の純正部品を使用してください。
本ユニットに接続可能な別売品は、下表のとおりです。
形名は変更する場合があります。最新形名は総合カタログを参照してください。

No. 部材 所要量 仕様

S-1 電源配線 適量
相当長さ
線種：VCT、VVF、VVR　またはこれらに相当するもの
線径：詳細は指定のページを参照してください。「配線容量（39ページ）」

S-2 アース用配線 適量 詳細は指定のページを参照してください。「配線容量（39ページ）」

S-3 伝送線 適量

相当長さ
線種：シールド線CVVS、MVVS
線径：1.25mm2 以上
詳細は指定のページを参照してください。「伝送線（39ページ）」

S-4 リモコン線 適量 詳細は指定のページを参照してください。「リモコン線（39ページ）」

S-5 スリーブ付き丸端子 適量
相当数
電源線用：M6 ねじ
アース線用：M5 ねじ

S-6 配線用工事部材
（制御配線 / 電気配線） 1以上 過電流遮断器、漏電遮断器、手元開閉器、配線用遮断器

S-7 冷媒配管 適量 JIS H3300「銅及び銅合金継目無管」のC1220 のりん脱酸銅

S-8 配管継手 適量 JIS B 8607「冷媒用フレア及びろう付け管継手」

S-9 配管用工事部材 適量 ろう材（JIS 指定）、フラックス、断熱パイプ、仕上げテープ、
窒素ガス漏れ確認用泡剤（ギュッポフレックスなど）

S-10 ドレン配管 適量

S-11 据付用工事部材 適量

S-12
木ねじ

（リモコンを壁に直接
　　取り付けるときに使用）

2 4.1×16

S-13 十字穴付きナベねじ 2 M4×30

S-14 スイッチボックス：2 個用
(JIS C 8340) 1

壁面に直接据え付ける場合は不要です。S-15 薄鋼電線管 (JIS C 8305) 必要量

S-16 ロックナット、ブッシング
(JIS C 8330) 必要量

S-17 モール (JIS C 8425) 必要量 リモコンケーブルを壁面にはわす場合に必要です。

S-18 パテ 適量 低分子シロキサン低減タイプの防水パテを使用してください。

S-19 モリーアンカー 必要量

No. 室内ユニット形名 PFAV-
P265DMJ3G-F

PFAV-
P335DMJ3G-F

PFAV-
P530DMJ3G-F

PFAV-
P670DMJ3G-F

B-1
電気部品

MA リモコン PAR-45MA-SE

B-2 M 制御遠方表示キット PAC-CG92HK
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1-5. 一般市販部品の仕様
1-5-1. 冷媒配管、ドレン配管

• 冷媒配管は JIS H3300「銅及び銅合金継目無管」のC1220 のりん脱酸銅を、配管継手は JIS B 8607
に適合したものを使用してください。配管・継手の内面・外面ともに硫黄・酸化物・ごみ・切粉・油脂・
水分など（コンタミネーション）が付着していないことを確認してください。
冷凍機油劣化・圧縮機故障の原因になります。
• 配管は屋内に保管し、取り付けやろう付け・フレア接続する直前まで両端を密封してください。継手はビ
ニール袋に包んで保管してください。
冷媒回路内にほこり・ごみ・水分が混入した場合、熱交換器の損傷による冷媒漏れや、冷凍機油の劣化・
圧縮機故障の原因になります。
• 冷媒配管サイズは下表のとおりです。配管長はできるだけ短く、高低差ベンド数はできるだけ少なく施工
してください。
• 塩ビ管接続の場合、接続用ソケットは現地で手配してください。
• 冷媒 R410A を使用する場合、φ19.05 以上の配管についてはO 材では耐圧不足となります。
1/2H 材またはH 材を使用してください。
• 冷媒配管は、下表に示す指定の肉厚のものを使用してください。

1-5-2. ろう材
ろう材は JIS 指定の良質品を使用してください。
亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では「銀ろう」を使用してください。
低温ろうは強度が弱いため使わないでください。

1-5-3. 断熱材
詳細は指定のページを参照してください。「断熱施工（36ページ）」

1-5-4. 電源配線、伝送線、リモコン配線
詳細は指定のページを参照してください。「電気配線工事（37ページ）」

項目 P265形 P335形 P530形 P670形

冷媒配管

液管 φ9.52×0.8ｔ
(O 材 )

φ9.52×0.8ｔ
(O 材 )

φ12.7×0.8ｔ
（0材）

φ15.88×1.0ｔ
（0材）

ガス管 φ19.05×1.0ｔ
(1/2H材またはH材 )

φ22.2×1.0ｔ
(1/2H材またはH材 )

φ28.58×1.0ｔ
(1/2H材またはH材 )

ドレン管 R1 接続　φ34 鋼管　VP25
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1-6. 製品の運搬と開梱

1-6-1. 製品の吊下げ方法
• ユニットに衝撃を与えないでください。
• 吊り具は8ｍ以上のベルトスリングを2本使用し、吊り角度を40°以下にしてください。
• ベルトスリングは「JIS　B　8818」に準拠しているものを使用してください。
• ユニットの角など、ベルトスリングと接触する部分にキズ付き防止用保護用パッド（板など）を挟んでく
ださい。

搬入作業をするときは、ユニットの指
定位置で吊り下げる。横ずれしないよ
う固定し、四点支持で行う。

　

指示を
実行

三点支持で運搬・吊り下げると、ユニッ
トが転倒・落下し、けがの原因になり
ます。

梱包材は廃棄する。 　　

指示を
実行

けがの原因になります。

袋状の梱包材は破棄する。 　　

指示を
実行

窒息事故の原因になります。

20kg以上の製品は、1人で運搬しな
い。

　

禁止
1人作業はけがの原因になります。
2人以上で作業してください。

運搬作業時、製品を落下させない。 　

禁止

破損し、けがの原因になります。

作業する場合は保護具を身に付ける。 　

指示を
実行

けがの原因になります。
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手 順
1. 天面カバーのねじを利用し、横滑り防止板金 (同梱部品D-4、D-5) を取り付ける。(4か所 )
2. スキッド固定ねじを取り外す。( ねじ 4か所 )

3. ベルトスリングを固定脚と横滑り防止板金の内側に掛けてユニットを吊り下げる。

4. ユニット据付け後、横滑り防止板金を取り外し、ねじを元通り取り付ける。

ユニット前面

ユニット背面

横滑り防止板金 (同梱部品D-4)

横滑り防止板金 (同梱部品D-5)

スキッド固定ねじ
（反対側共）

天面カバー ねじ4か所

ねじ2か所

固定脚

ベルトスリング　
(2本×8m以上)

吊り部
(左右2か所)

吊り角度４０° 以下
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2. 使用箇所（据付工事の概要）
2-1. 製品の外形（各部の名称）

2-2. 使用部品の取付位置
使用部品の取付位置は、詳細は指定のページを参照してください。「冷媒配管工事（29ページ）」

2-3. 従来工事方法との相違
• 本ユニットは、冷媒としてR410A を使用しています。
• R410A は、従来の冷媒に比べ設計圧力が高いため、配管の必要肉厚が異なる場合があります。

• R410A 以外の冷媒は使用しないでください。
R410A 以外のR22 など塩素が含まれる冷媒を使用した場合、冷凍機油の劣化・圧縮機故障の原因にな
ります。
• 下記に示す工具類のうち、旧冷媒 (R22など ) に使用していたものは使用しないでください。R410A 専
用の工具類を使用してください。（ゲージマニホールド・チャージングホース・ガス漏れ検知器・逆流防止
器・冷媒チャージ用口金・真空度計・冷媒回収装置）
• R410A は冷媒中に塩素を含まないため、旧冷媒用ガス漏れ検知器には反応しません。
• 旧冷媒・冷凍機油・水分が混入すると、冷凍機油の劣化・圧縮機故障の原因になります。
• 専用工具類については、最寄りのお買上げ販売店（工事店・サービス店）かお客様相談窓口へ問い合わせ
てください。
• 工具類の管理に配慮してください。
チャージングホース・フレア加工具にほこり・ごみ・水分が付着した場合、冷媒回路内に混入し、冷凍機
油の劣化・圧縮機故障の原因になります。

制御箱
アース端子
（制御箱内部）

吸込口

ドレン出口

メンテナンスパネル(右)
ドレンパン確認用

メンテナンスパネル(左)
熱交換器確認用

PFAV-P265, 335DMJ3G-Fの場合 PFAV-P530, 670DMJ3G-Fの場合

吸込口

ドレン出口

メンテナンスパネル(右)
ドレンパン確認用

メンテナンスパネル(左)
熱交換器確認用

制御箱
アース端子
（制御箱内部）
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3. 据付場所の選定

3-1. 法規制・条例の遵守事項
法規制、地方条例などを遵守することを配慮して据付場所を選定してください。
• 各自治体で定められている騒音・振動などの設置環境に関する条例

3-2. 公害・環境への配慮事項
公害や環境に対し配慮して据付場所を選定してください。
• 据付けにあたっては、運転音に配慮して、振動が増大しない場所を選んでください。

以下の場所にユニット・コントローラ
を設置しない。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがある場所

　

禁止
可燃性ガスがユニット・コントローラの
周囲にたまると、火災・爆発の原因に
なります。

ユニット・コントローラを病院など医
療機関に据え付ける場合は、ノイズ対
策を行う。

　

指示を
実行

ノイズが医療機器に悪影響を与え、医療
行為を妨げる原因になります。

冷媒が漏れた場合の限界濃度対策を行
う。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
（ガス漏れ検知器の設置をおすすめしま
す）

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付ける。

　

指示を
実行

据え付けたユニットに傾斜があると、ユ
ニットが転倒し、けがの原因になりま
す。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付ける。

　

指示を
実行

強度不足や、据え付けに不備があると、
ユニットが転倒・落下し、けがの原因
になります。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しない。

　

使用禁止
保存品が品質低下する原因になります。

ぬれて困るものの上に据え付けない。 　

据付禁止

ユニットからドレンが出るため、ぬれる
原因になります。
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3-3. 製品の機能性能を発揮するための事項

• 日射などの環境要因により能力が低下することがあります。
• 設置環境によってはユニット表面が結露する場合があります。
• オイルミスト濃度の高い環境では、油とドレン水により発生する蟻酸が、銅管を腐食し寿命を大幅に縮め
ることがあります。
• 食品などを加工・貯蔵する場合、発生する腐食性ガス（硫黄系ガスなど）がユニットを傷め、機器寿命を
大幅に縮めることがあります。
• 使用可能かどうか不明な場合は、最寄りのお買い上げ販売店（工事店・サービス店）かお客様相談窓口へ
問い合わせてください。
• 有機溶剤の雰囲気では、ユニットの機器寿命を大幅に縮めることがあるため、使用できません。

〈有機溶剤環境の例〉
• 接着剤、塗料、インクなどを頻繁に使用するところ。
• 引火性ガスの発生のあるところ。

• ユニットの故障が重大な影響を及ぼす可能性がある場合、バックアップの系統を準備してください。
複数の系統にしてください。

以下の場所にユニット・コントローラ
を設置しない。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがある場所

　

禁止
可燃性ガスがユニット・コントローラの
周囲にたまると、火災・爆発の原因に
なります。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付ける。

　

指示を
実行

強度不足や、据え付けに不備があると、
ユニットが転倒・落下し、けがの原因
になります。
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3-3-1. 据付場所の環境と制限
• 据え付け・サービス時の作業スペースが確保できるところ。
• ユニットの質量に耐える強度のあるところ。
• 粉の飛散のないところ。
粉が多量に発生するところで使用すると、フィルター目詰まりで機能低下が生じます。
• 多量の蒸気のないところ。
湿気や蒸気の多いところで使用すると、冷房時に結露しやすくなります。
• 硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリなど機器に影響する物質の発生しないところ。
温泉地、化学薬品工場、下水処理場、動物飼育室、メッキ工場など機器に影響する 物質の発生するところ
で使用すると、熱交換器（アルミフィン、銅パイプ）などに腐食を起こす原因になります。
• 炎の近くや溶接時のスパッタなど火の粉が飛び散らないところ。
• 高周波を発生する機械のないところ。
高周波を発生する機械（高周波ウェルダー、医療機器、通信機器など）があるところで使用すると、通信
異常やマイコン誤動作の原因になります。ノイズ発生源を遮断したうえで施工してください。
• ドレン配管・排水ができるところ。
• 下記の環境には、設置しないでください。
• ビルの屋上など突風が吹く場所（高さ15ｍより高い建物の屋上）
• フード下部から雪、雨が直接吹き付ける、あるいは、フード吸込口に吹き溜まり積雪するような場所
• 海浜地区など塩分の多い場所
• 落ち葉が堆積する場所、雑草が生い茂る場所
• 砂埃が吹き上げるような場所
• 排気ガス、工場排煙、ごみ保管・処理の空気など異臭の原因になる空気を吸い込む環境

• ユニットを病院・通信・放送設備がある所に据え付ける場合は、ノイズ対策を行ってください。
ノイズにより映像放送の乱れ・雑音が生じる原因になります。
インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響によるユニットの故障・誤動
作の原因になります。
• ユニットに搭載しているフィルターは小動物の侵入防止や落ち葉、比較的大きな虫などの捕集を目的とし
ており、花粉や細かな砂埃、微小な虫などの微細な異物は捕集できません。
必要に応じて、現地ダクト内にフィルター（現地手配）を設置するなど吹出空間の環境に応じた適切な処
置をしてください。
• 小動物侵入の懸念がある場合は、周囲に柵を設置するなど処置を行ってください。
• 吹出口側に火災報知器（センサー部）が位置しないようにしてください。
暖房運転時に吹出し温風により火災報知器が誤作動する原因になります。
• 化粧品・特殊なスプレーなどを頻繁に使用するところは避けてください。
臭いが熱交換器に付着し、ユニットから吹き出すことがあります。
• 腐食ガスの雰囲気での使用は避けてください。
• ユニットは水平に据え付けてください。
• ブースターファンなどを併用される場合は、室内送風機の運転とインターロック（最大1分間）を取り、
室内送風機がフリーラン状態にならないようにしてください。
• 1m以上積雪する場合はユニット上部と吸込み口周辺を除雪できるように設置・施工してください。
• 積雪により吸込み口がふさがる場合は、吸込み口がふさがらないよう処置をしてください。
• 虫などの侵入防止のために、ドレントラップを設けてください。封水がなくなると侵入防止とならないた
め必要に応じて給水してください。
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3-3-2. 必要スペース

• 強固な床面を選定し、ドレン排水の便を図るため上図のように据付基礎を設けてください。
また、エアコンから床への振動伝播防止処置を行ってください。
• 図は P265, 335形ですが、P530, 670形も同様の設置スペースを確保してください。
※配管・配線などの据付工事のスペースは別途確保してください。

(前面スペース)

冷媒配管

ドレン配管

電線穴
（200V以上）

リモコン
室外連絡線穴

装置電源穴

据付基礎
500以上500以上 500以上

ダ
ク
ト
ス
ペ
ー
ス

 800以上

30
0以
上

（単位 ： mm）
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3-4. 保守・点検に関する事項

3-4-1. 保守のおすすめ
適正な運転調整を行ってください。
工事されたかたは装置を安全にかつ、長持ちさせるため、顧客と保守契約を結び、点検を実施するようお願
いします。

3-4-2. 運転状態の定期的な確認
定期的にユニットの運転状態を確認してください。

3-4-3. 定期メンテナンスについて
• フィルター（同梱部品D-9）の点検は、6か月に1回以上実施することを推奨します。
• フィルター（同梱部品D-9）は吸込フード（同梱部品D-7）内に設置しています。
• フィルター（同梱部品D-9）の点検、および交換はサービス会社に依頼して実施してください。
• 架台に設置している場合は、脚立などを使用し安全に留意してフィルターの着脱を行ってください。
• メンテナンス時は、フィルター（同梱部品D-9）の目詰まり、破損、および前上パネル部のシールの劣化
状態を確認してください。

改造はしない。 　

禁止

改造すると、冷媒漏れ・水漏れ・けが・
感電・火災の原因になります。
移設・分解・修理は販売店または専門業
者に依頼してください。

基礎・据付台が傷んでいないか定期的
に点検する。

　

指示を
実行

ユニットの転倒・落下（据付場所により
異なる）により、けがの原因になりま
す。

点検・修理時は、配管支持部材・断熱
材を確認し劣化したものは補修、交換
する。

　

指示を
実行

冷媒漏れ・水漏れの原因になります。

点検・修理をした場合、配線が劣化し
ていないか確認し、劣化しているもの
は交換する。

　

指示を
実行

漏電・火災の原因になります。
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3-4-4. 専門業者用フィルターの清掃方法
手 順
1. フィルターのほこりを掃除機で吸い取るか、水洗いする。
• 汚れがひどいときは、中性洗剤を溶かしたぬるま湯で洗ってください。
• 洗剤が残らないようにすすいでください。
• 熱湯（約50℃以上）で洗わないでください。変形することがあります。
• もみ洗いや強く絞ることは避けてください。
2. 水洗いしたあと、日陰でよく乾かす。
• フィルターは日光や直接火にあてて乾かさないでください。

• フィルターの清掃はお客様ご自身で行わないでください。
• 清掃時、フィルターを押さえている網を変形させないでください。
• フィルターを取り外した状態で運転しないでください。
内部にごみなどが詰まり、故障の原因になります。
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4. 据付工事

梱包材は廃棄する。 　　

指示を
実行

けがの原因になります。

据付工事は、販売店または専門業者が
据付工事説明書に従って行う。

　

指示を
実行

工事に不備があると、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・火災の原因になりま
す。
強風・地震に備えないと、転倒・落下の
原因になります。
お客様ご自身での工事は、事故の原因に
なります。

同梱品の装着や取外しを行う。 　

指示を
実行

不備があると、冷媒漏れ・酸素欠乏・発
煙・発火の原因になります。

冷媒が漏れた場合の限界濃度対策を行
う。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
（ガス漏れ検知器の設置をおすすめしま
す）

据付工事部品は、必ず同梱部品および
指定の部品を使用する。

　

指示を
実行

当社指定部品を使用しないと、事故の原
因になります。

地震に備え、所定の据付工事を行う。 　

指示を
実行

工事に不備があると、ユニットが転倒・
落下し、けがの原因になります。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付ける。

　

指示を
実行

据え付けたユニットに傾斜があると、ユ
ニットが転倒し、けがの原因になりま
す。

梱包に使用しているPPバンドを持っ
て運搬しない。

　

運搬禁止
PPバンドによる、けがの原因になりま
す。

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従って排水工事を行う。

　

指示を
実行

不備があると、雨水・ドレンなどが屋内
に浸水し、家財・周囲がぬれる原因に
なります。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付ける。

　

指示を
実行

据え付けたユニットに傾斜があると、ド
レン漏れの原因になります。
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4-1. 建物の工事進行度と施工内容
据付場所に据え付けられる状態になりましたら、据付工事を行ってください。

4-1-1. ユニットの据付け
• ユニットと吸込フード（同梱部品D-7）は、据付場所まで搬入してください。
• 現地手配のアンカーボルトを必要スペースとの位置関係に留意して強固に設置してください。
詳細は指定のページを参照してください。「必要スペース（20ページ）」
アンカーボルトサイズ：φ12（M12 ねじ）
• ユニットは前後左右が水平となるように据え付けてください。傾斜して据え付けると、転倒の原因になり
ます。
• ユニットはダクト接続してください。
• ダクト施工時はユニットの上部に乗らないようにしてください。
• ダクトは天面フランジに外被せとなるよう接続してください。
• ダクトの接続には、ユニットとダクトの間にキャンバスダクトを入れてください。
• ダクトの部品には不燃材料を使用してください。
• ダクトおよびフランジには断熱・防音を行ってください。
• アルミ製フレキシブルダクトなどの軽い材料の使用は、ダクト振動により騒音が出る場合がありますので
避けてください。
• ダクトの接続部は水の侵入防止のためコーキングを施してください。
• ダクトの接続部のねじは防錆・防食性のあるM5ねじを使用してください。
※ねじは異種金属接触にならないよう鉄製を使用してください。
• ダクトの荷重が直接ユニットにかからないようにしてください。

4-1-2. 基礎への据付け

基礎施工は床面強度・ドレン水処理・配管・配線の経路に配慮してください。（運転時にはドレン水がユ
ニット外に流出します。）

• ユニットが強風・地震などで倒れないように、右図のよう
にボルトで強固に固定してください。
• ユニットの基礎は、コンクリートまたはアングルなどの強
固な基礎にしてください。
• 据付条件によって、振動が据付部から伝搬し、床や壁面か
ら、騒音や振動が発生する可能性があります。防振工事
（防振パッド、防振架台の設置など）をしてください。
• 防振工事の際には、揺れ止めなどの耐震対策を実施してく
ださい。
• ユニット取付足コーナー部を受けてください。コーナー部
を受けていないと、取付足が曲がる可能性があります。防
振ゴムを使用する場合、幅方向全面を防振ゴムで受けてく
ださい。
• アンカーボルトの飛び出しは、25±5mm程度にしてくだ
さい。

• ユニットは水平に設置してください。
• 基礎や架台およびボルト・ナットにステンレス製を用いる場合、室外ユニットやボルトと絶縁処理（塗装
やゴムダンパなど）をしてください。さびが発生する原因となります。

30
ｍ
ｍ
以
下

M12アンカーボルト
<現地手配>

コーナ部を
受けてください。
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• 室外ユニットからの雨水・結露水には、銅や鉄などの金属成分が少なからず含まれており、防水性の高い
床面上では、金属成分が析出（薄黄色など）する可能性があります。床面への影響はありませんが、見た
目などで問題となる場合、外付けドレンパンなどの処置をしてください。

4-1-3. 吸込フードの取付方法
P530, 670形の吸込フードの質量は20kg 以上となりますので、2人以上で取り付けてください。

手 順
1. ユニット2か所に付属のねじ ( 同梱部品D-8) を仮締めする。

2. 仮締めしたねじに吸込フード ( 同梱部品D-7) の切欠き部を差し込み、吸込フード ( 同梱部品D-7) の下部
をユニットの開口部に合わせて取り付ける。
• 吸込フード（同梱部品D-7）の取付けは、サイドパネルを持って行ってください。

3. 吸込フード (同梱部品D-7) を付属のねじ (同梱部品D-8) を使用し、ユニットに固定する。
(P265, 335形 :13か所 )（P530, 670形 :15か所）

切欠き部
吸込フード
(同梱部品D-7)

サイドパネル

サイドパネル

P265,335形の場合 P530,670形の場合
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4. カバー ( ねじ 6本 ) を取り外し、フィルター (同梱部品D-9) を挿入する。
• フィルター (同梱部品D-9) 取付け後にカバーを元通り取り付けてください。
• 熱交換器のフィルターレールにはフィルター (同梱部品D-9) は挿入できません。

4-2. 諸官庁および関連部門への届出・報告事項
• 本室内ユニットの据え付けおよびダクト工事に際しては、建築基準法および消防法に基づく地方自治体の
火災予防条例が適用されます。施行前に所轄官庁に確認してください。
• 据付報告書と保証書がセットになって入っています。据え付けをされる方は全項目を書き入れ捺印のうえ、
下記宛に報告してください。
保証書はお客様に渡してください。
据付報告書と保証書の配布方法は次のとおりです。
据付報告書　………特約店
販売店経由 販売会社経由 三菱電機 ( 製作所 ) 用
保証書 ( Ａ )……貴店の控
　　　 ( Ｂ )……特約店、販売店の控
　　　 ( Ｃ )……販売会社経由 三菱電機 ( 製作所 ) 用
　　　 ( Ｄ )……お客様控

不明点がありましたら、三菱電機の担当営業所へ照会してください。

フィルター

カバー
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5. 配管工事

当社指定の冷媒以外は絶対に封入しな
い。

　

禁止

封入すると、使用時・修理時・廃棄時な
どに、破裂・火災・爆発の原因になり
ます。
法令違反の原因になります。
封入冷媒の種類は、機器付属の説明書・
銘板に記載し指定しています。
指定冷媒以外を封入した場合の不具合・
事故に関して当社は一切責任を負いま
せん。

冷媒回路内に、指定の冷媒以外の物質
（空気など）を混入しない。

　

禁止

指定外の気体が混入すると、異常な圧力
上昇により、破裂・爆発の原因になり
ます。

換気をする。 　

換気を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生の
原因になります。

サービスバルブを操作するときは、冷
媒噴出に気をつける。

　

指示を
実行

噴出した冷媒に触れると、凍傷・けがの
原因になります。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生の
原因になります。

冷媒が漏れていないことを確認する。 　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生の
原因になります。

配管を断熱する。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれる原因にな
ります。
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5-1. 冷媒配管、ドレン配管位置

冷媒配管(液側)

冷媒配管(ガス側)

※配管位置は左右とも同じです。

（単位：mm）

Rp1
ドレン配管

240

250
1
7
5

2
6
2

5
4

PFAV-P265, 335DMJ3G-Fの場合

機　　種
冷媒配管 (mm)

ドレン配管
液管 ( ろう付接続 ) ガス管 ( ろう付接続 )

PFAV-P265DMJ3G-F
φ9.52

φ19.05
Rｐ1

PFAV-P335DMJ3G-F φ22.2

※配管位置は左右とも同じです。

（単位：mm）
PFAV-P530, 670DMJ3G-Fの場合

冷媒配管(液側)
冷媒配管(ガス側)

Rp1
ドレン配管

315

125

251

5
4
2
0
3

2
0
9

機　　種
冷媒配管 (mm)

ドレン配管
液管 ( ろう付接続 ) ガス管 ( ろう付接続 )

PFAV-P530DMJ3G-F φ12.7
φ28.58 Rｐ1

PFAV-P670DMJ3G-F φ15.88
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5-2. 冷媒配管工事

本工事を実施する場合は室外ユニットの据付工事説明書と照らし合わせて行ってください。
• このエアコンは室外ユニットからの冷媒配管を各室内ユニットに接続する方式です。
• 配管長さ、許容高低差などの制限は室外ユニットの説明書を参照してください。
• 下記に示す工具類のうち、旧冷媒 (R22) に使用していたものは使用しないでください。R410A専用の工
具類を使用してください。(ゲージマニホールド・チャージホース・ガス漏れ検知器・冷媒チャージ用口
金・冷媒回収機 )
R410Aは冷媒中に塩素を含まないため、旧冷媒用ガス漏れ検知器には反応しません。
旧冷媒・冷凍機油・水分が混入すると、冷凍機油の劣化・圧縮機故障の原因になります。
• 工具類の管理に配慮してください。
チャージホース・フレア加工具にほこり・ごみ・水分が付着した場合、冷媒回路内に混入し、冷凍機油の
劣化・圧縮機故障の原因になります。
• 配管は屋内に保管し、ろう付け・フレア接続する直前まで両端を密封しておいてください。継手はビニー
ル袋に包んで保管してください。
冷媒回路内にほこり・ごみ・水分が混入した場合、冷凍機油の劣化・圧縮機故障の原因になります。
• 冷媒配管は JIS H 3300「銅及び銅合金の継目無管」のC 1220 のりん脱酸銅を、配管継手は
JISB8607 に適合したものを使用してください。配管・継手の内面・外面ともに硫黄・酸化物・ごみ・切
粉・油脂・水分が付着していないことを確認してください。
冷凍機油劣化・圧縮機故障の原因になります。
• 漏えい点検簿の管理の詳細は指定のページを参照してください。「漏えい点検簿の管理（77ページ）」

5-2-1. 配管接続方法

• 既設の冷媒配管を流用しないでください。
• 窒素置換による無酸化ろう付けをしてください。
冷媒配管の内部に酸化皮膜が付着した場合、冷凍機油の劣化・圧縮機故障の原因になります。

[1] ろう付け接続方法
• 室内ユニットの現地配管接続は、現地側の配管を拡管加工もしくは継手を用いて接続してください。
• 銅管継手の最小はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は下表のとおりです。

ろう材は JIS 指定の良質品を使用してください。

冷媒回路内にガスを封入した状態で加
熱しない。

　

禁止
加熱すると、ユニットが破裂・爆発する
原因になります。

据付工事部品は、必ず同梱部品および
指定の部品を使用する。

　

指示を
実行

当社指定部品を使用しないと、事故の原
因になります。

（単位：mm）

配管径D 最小はまり込み深さB すき間A-D

5以上 8未満 6
0.05～ 0.35

8以上 12未満 7

12以上 16未満 8
0.05～ 0.45

16以上 25未満 10

25以上 35未満 12
0.05～ 0.55

35以上 45未満 14

B

D A
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• 亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では「銀ろう」を使用してください。
• 低温ろうは、強度が弱いため使用しないでください。
• 再ろう付けする場合は、同一ろう材を使用してください。
• 母材の種類、形状、ろう材の種類、ろう付けの方法などに応じて、適切なフラックスを使用してください。
• 配管を接続する場合、市販の酸化防止剤は配管腐食・冷凍機油を劣化させる原因になるので使用しないで
ください。圧縮機故障の原因になります。詳細は、お買上げの販売店に問い合わせてください。
• ろう付け作業においては、日本銅センター発行の「銅管ろう付けマニュアル」に記載の事項を参考として
ください。

手 順
1. 次に示す図の要領で、ろう材に適した温度でろう付けする。
必要最小限の面積に、適正温度で加熱してください。
• ろう付け作業前、金属板での遮へいと、ぬれタオルなどで周囲の配線や板金、断熱材にトーチの炎が当
たらないようにしてください。
炎が当たった場合、加熱により、故障の原因になります。
• ろう付け作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度）窒素ガスを流したままにしてくださ
い。
• ろう付け後は、水をかけずに冷却してください。
• ろう材が凝固するまで動かさないでください（振動を与えないでください）。

2. ろう付け作業後、フラックスを除去する。
3. ろう付け部を塗装する。

• 減圧弁を使用してください。
• 窒素ガスを使用してください。（酸素・炭酸ガス・フロンガスは使用不可）
• ろう付け後もろう付部の温度が200℃以下になるまで流し続けてください。
• 必要最小限の面積に、適正温度で加熱してください。
• 金属板での遮へいと、ぬれタオルで過熱を防止してください。
• ろう付後は、水をかけずに冷却してください。
• ろう付が凝固するまで動かさないでください。（振動を与えない）
• ろう付酸化防止剤の成分を確認してください。
（ろう付酸化剤と冷媒・冷凍機油が混じり合っても配管を腐食しない成分であること）

無酸化ろう付けの例

手のひらにわずかに感じる程度 
乾燥窒素ガスを流します。 
（1L /min程度） 

窒
 
素 

手元バルブ 

減圧弁（レギュレーター） 

ろう付け箇所 

酸化スケール 
有/なし テーピング 

窒素ガス圧力 
0.02MPa以下 

空気が入らない 
ようにします。  

出口側をふさがないでください。
内側が大気圧以上になりますと、
ピンホールが発生し、ろう付け箇
所の漏れの原因となります。
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[2] 付属配管・現地配管接続

• 付属の配管を用い、下記手順にてろう付け接続してください。
付属配管を使用しないと水漏れの原因になります。
• ろう付け時、サーミスター・LEV 配線・断熱材にトーチの炎を当てないようにしてください。

PFAV-P265, 335DMJ3G-F の場合

手 順
1. 前下パネルを取り外す。
2. ＜右配管取出しの場合＞

右側の冷媒配管用ノックアウト穴を打ち抜く。
＜左配管取出しの場合＞
左側の冷媒配管用ノックアウト穴を打ち抜く。
• 打ち抜く際はパネル内側の断熱材の切残し部をカッターで切り離し、断熱材が破損しないように打ち抜
いてください。

3. ガス管キャップ配管のチャージ管（×印部）を切断し、配管内に封入されている窒素ガスを抜く。
4. ガス管接続部および液管接続部のキャップ配管、もしくはゴムキャップを取り外す。
作業は前面から行ってください。

5. 付属配管・現地配管のろう付接続を行う。
作業は前面から行ってください。
• 右配管取出しする場合、ろう付順序は下記のとおり実施してください。
現地配管接続部 → 付属配管接続部
• 現地配管ろう付時、周囲の部材にトーチの炎を当てないようにしてください。

6. パイプカバーを取付ける。

キャップ配管 付属配管接続部

ゴムキャップ

ガス管

液管

現地配管（液）

現地配管（ガス）

<左配管取出しの場合>

（ユニット左側面より見る） 

ユニット 
正面側 

（ユニット正面より見る） 

（ユニット正面より見る） 

・サイドパネル貫通穴とパイプカバー（現地
手配）は隙間がないようにコーキングして
ください。 
・液管、ガス管のパイプカバーはサイドパネ
ルの内側に50ｍｍ以上入れてください。 
・サイドパネル内側の断熱材端面（パイプカ
バーとの境目）もコーキングし、断熱材繊
維の飛散を防止してください。 
・現地配管パイプカバーの中に配管の結露水
が浸水しないようにコーキング等の水切り
処置をしてください。 
左配管取出しの場合も同様です。 

キャップ配管
ガス管

冷媒配管用
ノックアウト穴

現地配管接続部

付属配管
（同梱部品D-2）

付属配管
（同梱部品D-1）

（液管用） （ガス管用）
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PFAV-P530, 670DMJ3G-F の場合

手 順
1. 前下パネルを取り外す。
2. ＜右配管取出しの場合＞

右側の冷媒配管用ノックアウト穴を打ち抜く。
＜左配管取出しの場合＞
左側の冷媒配管用ノックアウト穴を打ち抜く。
• 打ち抜く際はパネル内側の断熱材の切残し部をカッターで切り離し、断熱材が破損しないように打ち抜
いてください。

3. ガス管接続部および液管接続部のゴムキャップを取り外す。
作業は前面から行ってください。

4. 付属配管・現地配管のろう付接続を行う。
作業は前面から行ってください。
• 右配管取出しする場合、ろう付順序は下記のとおり実施してください。
現地配管接続部 → 付属配管接続部
• 現地配管ろう付時、周囲の部材にトーチの炎を当てないようにしてください。

5. パイプカバーを取付ける。

ゴムキャップ
ガス管

ゴムキャップ
液管

付属配管接続

(ユニット正面より見る)

冷媒配管用
ノックアウト穴

ユニット
正面側

(ユニット左側面より見る)

付属部品(同梱部品D-2)
(液管用)

〈左配管取出し
 の場合〉

付属部品(同梱部品D-1)
(ガス管用)

(ユニット正面より見る)

現地配管接続部

現地配管(ガス)

現地配管(液)

・サイドパネル貫通穴とパイプカバー（現地
手配）は隙間がないようにコーキングして
ください。

・液管、ガス管のパイプカバーはサイドパネ
ルの内側に50mm以上入れてください。

・サイドパネル内側の断熱材端面（パイプカ
バーとの境目）もコーキングし、断熱材繊
維の飛散を防止してください。

・現地配管パイプカバーの中に配管の結露水
が浸水しないようにコーキング等の水切り
処置をしてください。

左配管取出しの場合も同様です。
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現地配管接続部は下図のように断熱パイプで断熱処理してください。
（断熱パイプの詳細は指定のページを参照してください。「断熱施工（36ページ）」）

• ろう付け接続後は、漏れのないことを確認してから配管に断熱を施工してください。その際、本体側と現
地配管側の断熱パイプの合わせ分は、隙間のないようにテープを巻いてください。
• 冷媒配管の断熱処理は、液管とガス管を別々に行ってください。

5-3. 気密試験
室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。

5-4. 真空引き乾燥
室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。

20

20

20
20

現地冷媒配管の断熱パイプを引っ張りろう付け後、
断熱パイプを元に戻してください。
銅配管が露出しますと、結露の原因になり
ますから、露出しないようにしてください。

断熱パイプ（現地手配）

冷媒配管液側

冷媒配管ガス側

断熱パイプ（現地手配）

ユニット本体と隙間がないようにしてください。

ユニット本体

断熱パイプ（現地手配）

断熱パイプ（現地手配）

結束バンド（現地手配）

結束バンド（現地手配）

接合部を上にして
隙間がないように
してください。

接合部を上にして
隙間がないように
してください。

ユニット本体

断熱パイプ

断熱パイプ

現地冷媒配管の断熱パイプを引っ張り、ユニット
配管部とろう付け後元どおりに戻してください。

　※冷媒配管ろう付け時、本体側断熱パイプの焼け、
　　および熱による縮みを防止するため、本体側
　　断熱パイプに濡れた布等を巻いて、ろう付け
　　してください。
　　また、ユニット本体にトーチの炎が当たらない
　　ようにしてください。

断熱パイプ同士に隙間がないように
してください。

引っ張る

元に戻す

現地冷媒配管

断熱材 仕上テープ 仕上テープ

ガス管

・ ユニットとの接続部も
  断熱処理してください。

・ 液管とガス管を同時に
  断熱しないでください。

ガス管
電線

液管

断熱材

電線

液管
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5-5. 冷媒充てん
室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。

5-6. ドレン配管工事

ドレン配管の接続方向は、出荷時はユニット左側になっていますが、右側接続にすることも可能です。
詳細は指定のページを参照してください。「ドレンパン入替え手順（35ページ）」

ドレン配管の施工時は以下に示す事柄を守ってください。
• ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）となるようにしてください。
• ドレン配管の横引きは20 ｍ（高低差は含みません）以下にしてください。ドレン配管が長い場合には途
中に支持金具を設けてドレン配管の波打ちをなくしてください。また、途中に山越えを作らないでくださ
い。
• エア抜き管はつけないでください。ドレンが噴き出る場合があります。
• 塩ビ管を使用する場合、塩ビ系接着剤で漏れのないように接続してください。
• 集合配管は、本体ドレン出口より10cm 位低い位置に集合配管がくるようにし、かつ集合配管は、VP50
以上のもので下り勾配が1/100 以上になるように施工してください。
• ドレン配管から空気の吸込や虫などの侵入を防止するため、下図のようなドレントラップを設けてくださ
い。
下図の h 寸法は、ユニット内の負圧（機内抵抗）により決定してください。
例：目安ドレントラップ高さ h（mm）≒ユニット内負圧（機内抵抗）Pa×0.102　
　　1Pa＝ 0.102mmAq

• 虫などの侵入防止のため、封水がなくならないよう、必要に応じて給水してください。
• ドレン配管の出口は臭気の発生する可能性のない場所に施工してください。
• ドレン配管は硫黄系ガスが発生する下水溝には、入れないでください。
（熱交換器の腐蝕・異臭の原因になります。）
• ドレン排水テストをしてください。
ドレンパンにやかんなどで注水して排水が行われることを確認してください。

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従ってドレン配管工事を行う。

　

指示を
実行

不備があると、水漏れにより家財がぬれ
る原因になります。

作業する場合は保護具を身に付ける。 　

指示を
実行

けがの原因になります。

配管を断熱する。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれる原因にな
ります。

h以上
以上

機械室

ドレンパン 排水溝

2
h

封水
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• 直接地面にドレン水を排水する場合、ドレン水には銅イオンが含まれるため、地面が変色することがあり
ます。
• ドレントラップ内の封水が凍結するような0℃以下の外気温の場合は、封水を抜いてください。
ドレン管が破損する場合があります。
凍結しない温度になりましたら給水してください。

5-6-1. ドレンパン入替え手順
手 順
1. 台枠正面カバーを取り外す。（座付ねじ：５本）
2. 台枠左右のドレンパン固定ねじを外し、ドレンパンを手前に引き出す。（段付きねじ：４本）
• 底面の断熱材が傷付かないように作業してください。

3. ドレンパンの左右を反転させ、逆の手順でドレンパンを取り付ける。（段付きねじ：４本）
• ドレンパン挿入後、上面に貼り付けている断熱材が台枠内側の中に４辺とも隠れていることを確認して
から段付きねじで固定してください。
• ドレンパンの取付けは2 人作業推奨します。ドレンパンを持ち上げる際は台枠側面のドレン管取出口よ
り、ドレン管、ドレンパン曲げを押し上げながら作業をおこなってください。

4. 台枠正面カバーを取り付ける。（座付ねじ：5 本）
（単位 :kg）

P265, 335 P530, 670

台枠正面カバー 1.4 1.8

ドレンパン 3.7 5.3

台枠正面カバー ドレンパン固定ねじ

ドレンパンの向きを
左右反転させる

ドレンパン

台枠内側曲げ ドレンパン上面断熱材(４面）

ドレンパン固定ねじ

ドレンパン

ドレンパン曲げ

ドレン管

ドレン管取出口
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5-7. 断熱施工

• 市販の冷媒配管を使用の場合には、液管・ガス管ともに市販の断熱材 ( 下表による ) を巻いてください。
• モルタルで隙間を充てんする場合、貫通部を鋼板で被覆し、断熱パイプがへこまないようにしてください。
また、その部分は不燃性断熱材を使用し、被覆材も不燃性（ビニールテープ巻きは不可）を使用してくだ
さい。
• 現地冷媒配管の断熱パイプは、下表の規格を満たしていることを確認してください。

• 高温、多湿の条件下で使用する場合、上表以上の厚さの断熱パイプが必要となることがあります。断熱パ
イプ厚さは、下記条件で算出し、断熱パイプ表面温度が露点温度以下にならないように選定してください。
断熱パイプ厚さ計算条件
冷媒温度は0℃とする。
伝熱計算の式およびポリエチレンフォームの熱伝達率は「保温保冷工事施工基準」JIS A 9501 に準ずる。
• 客先指定の仕様がある場合、上表の規格を満たす範囲で客先指定に従ってください。

配管を断熱する。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれる原因にな
ります。

配管径 (mm) φ6.35～φ25.4 φ28.58 以上

厚さ 10mm以上 15mm以上

耐熱温度 120℃以上
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6. 電気工事

6-1. 従来電気工事方法との相違
従来機から電気工事方法に変更はありません。

6-2. 電気配線工事

電気工事をする前に、主電源を切る。 　

指示を
実行

けが・感電の原因になります。
電気工事は、第一種電気工事士の資格
所持者が以下に従って行う。
電気設備に関する技術基準
内線規程
据付工事説明書

　

指示を
実行施工不備があると、感電・故障・発煙・

発火・火災の原因になります。

電源用端子台に、単線とより線や、異
なったサイズの配線を併用しない。

　

禁止

併用すると、ねじ緩み・接触不良によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

配線に外力や張力が伝わらないように
する。

　

指示を
実行

配線が発熱・断線し、発煙・発火・火災
の原因になります。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定する。

　

指示を
実行

配線接続部の接触不良・発熱・断線によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

電気配線には所定の配線を用い、専用
回路を使用する。

　

指示を
実行

電源回路容量不足や施工不備があると、
感電・故障・発煙・発火・火災の原因
になります。

電源には漏電遮断器をユニット1台に
つき1個設置する。

　

指示を
実行

漏電遮断器を取り付けないと、感電・発
煙・発火・火災の原因になります。

以下の正しい容量の遮断器を使用する。
漏電遮断器
ヒューズ（開閉器＋B種ヒューズ）
配線用遮断器

　

指示を
実行

大きな容量の遮断器を使用すると、感
電・故障・発煙・発火・火災の原因に
なります。

電源配線には、電流容量などに適合し
た規格品の配線を使用する。

　

指示を
実行

不適合の配線を使用すると、漏電・発
熱・発煙・発火・火災の原因になりま
す。

D種接地（アース）工事は第一種電気
工事士の資格のある電気工事業者が行
う。
アース線をガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線に接続しない。

　

アース
接続感電・ノイズにより、誤動作・発煙・発

火・火災・爆発の原因になります。
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6-2-1. 配線作業時のポイント
• 電気工事は、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」および電力会社の規定に従ってください。
• 電気配線工事は電力会社の認定工事店で行ってください。
• 電源は専用の分岐回路からとり、漏電遮断器を取り付けます。
• D 種接地工事を行ってください。
• ユニットの外部では、制御回路の電線（室内外伝送線・MA リモコン線・集中管理用M-NET 伝送線）と
電源配線が直接接触しないように5cm 以上離して施設してください。
• 配線の接続はねじの緩みのないように行ってください。
• ユニットへの接続配線は、電線管を通し、ユニットの配線接続部に張力がかからないようにしてください。
（制御回路の電線と電源配線を同一電線管に入れないでください。）
• 室内ユニットとリモコンおよび室外ユニットを配線接続してください。

• MA リモコン用・室内外伝送線用・集中管理用M-NET 伝送線用端子台には電源配線を接続しないでくだ
さい。故障の原因になります。
• 雨天の場合、機器への配線接続作業はしないでください。

6-2-2. 電源配線
• 電源には、漏電遮断器を取り付けてください。
• 漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
• 電源配線に当たっては「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」およびこの据付工事説明書に従ってく
ださい。
• 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器がともに作
動することがあります。設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。

室内
ユニット

アース

手元開閉器
配線用遮断器

漏電遮断器

電源
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6-2-3. 配線容量
室内ユニット　電源太さおよび開閉器容量

6-2-4. 制御配線（伝送線）の種類と許容長
制御配線には、「室内外伝送線」、「MA リモコン線」、「集中管理用M-NET 伝送線」があります。
システム構成により、配線の種類および許容長が異なります。配線工事の前に、室外ユニットの据付工事説
明書を参照してください。
伝送線

[1] 伝送線

リモコン線

[2] リモコン線

形名 電動機出力
電線太さ 漏電

遮断器
※1

手元開閉器
配線用
遮断器

最大
こう長
※3

室内
ユニット
最大電流電源配線 アース 開閉器

容量 過電流遮断器

PFAV-P265DMJ3G-F
1.2kW

1.6mm 1.6mm 15A※2 15A 15A(B 種
ヒューズ ) 15A

40.0m 5.8A
PFAV-P335DMJ3G-F

PFAV-P530DMJ3G-F
3.0kW 26.0m 8.8A

PFAV-P670DMJ3G-F

※1 電源にはインバーター回路用漏電遮断器 ( 三菱電機NV-C シリーズまたはその同等品 ) を取り付けてください。
※2 漏電遮断器は感度30mA　0.1s 以下を使用してください。
※3 電源配線のこう長は電源から室内ユニットまでの電圧降下2% 時の電線最大こう長を示します。

配線の種類

対象施設 すべての施設

種類 シールド線　CVVS、MVVS

線数 2心ケーブル

線径 1.25mm2以上

室内外伝送線最遠長 最大200m

集中管理用伝送線および室内外伝送線
最遠長（室外ユニットを経由した最遠長）

最大1000m（500m ※）
• 集中管理用伝送線に設置される伝送線用給電ユニットから各室外ユニットおよびシス
テムコントローラーまでの配線長は最大200m

※ システムに最遠端距離1,000m 非対応のユニット、リモコン、シスコンまたはM-NET 機器端末が1 台でも含まれる場合は、
最遠端距離は最大500m となります。
各ユニット、リモコン、シスコンまたはM-NET 機器の最遠端距離1,000m 対応状況は、AE-C/EW-C 技術マニュアル／空調冷
熱ネットワーク設計マニュアルを一読の上、最新のカタログをご確認ください。
ご不明な点は販売窓口までお問い合わせください。
AE-C/EW-C 技術マニュアル／空調冷熱ネットワーク設計マニュアルはWIN²K（https://www.mitsubishielectric.co.jp/ldg/
wink/ssl/top.do）からダウンロードできます。

MAリモコン※1

配線の
種類

種類 シールド線　MVVS

線数 2心ケーブル

線径 0.3mm2

総延長 最大200m ※2

※1 MA リモコンとは、設備インバーター用MA スマートリモコンを示します。
※2 MA リモコンペア接続時は100m 以内としてください。
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6-2-5. ねじ締め時のお願い事項

[1] ねじ締めトルクについて

以下の方法でもねじが締まっていることを確認してください。
• スプリングワッシャーが平行状態になるように締め付ける。
ねじが咬み込んだ場合は、規定トルクでねじ締めをしただけでは正常判断できません。

• 配線がねじ端子部で動かないことを確認する。

[2] その他
• 斜め締めによりねじ山をつぶさないでください。
斜め締め防止のため、丸端子を背中合わせに取り付けてください。

• ねじ締め後に油性マジックでねじ頭、ワッシャー、端子にチェックマークを入れてください。

端子部 ねじサイズ ねじ締付けトルク

電源端子台 (TB2) M6ねじ 2.5 ～ 3N ･ m

室内外伝送線用端子台 (TB5) M4ねじ 1.2 ～ 1.7N ･ m

ねじ緩みがある状態 正常取付状態
スプリングワッシャーが平行状態

渡り配線の場合

電源端子台、室内外伝送線用端子台

チェックマーク

丸端子を背中合わせに取り付ける。

電源配線、室内外伝送線



6. 電気工事

41 WT51487X02

6-2-6. 配線を接続する

手 順
1. 前下パネルを外す。
2. 制御ボックスのカバーを外す。
3. 下図のように、電源配線、室外伝送線配線、リモコン配線（2リモコンの場合）を行う。
制御ボックスの取外しは不要です。
配線のゴムブッシュの通し方は※1～3を参照してください。

• ノックアウト穴には電線管（現地手配）を使用してください。
ノックアウト穴と電線管（現地手配）および電線管内は、隙間がないようにコーキングしてください。

4. 配線が終わりましたら、ゆるみ・誤りのないことを確認して、前下パネルおよび制御ボックスカバーを取
外しとは逆の手順で取り付ける。
• 本体左側面から配線を取入れる場合、配線は制御箱の裏面を通し、下図の位置から制御箱内に接続して
ください。
このとき、三相電源配線と伝送線配線（室内外伝送線、MA リモコン線）の経路は分離させた配線経路
にしてください。
• 現地配線はドレンパンと接触しないように施工してください。

基板が損傷した状態で使用しない。 　

禁止

発熱・発火・火災の原因になります。

配線に外力や張力が伝わらないように
する。

　

指示を
実行

配線が発熱・断線し、発煙・発火・火災
の原因になります。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定する。

　

指示を
実行

配線接続部の接触不良・発熱・断線によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

配線端子のねじは規定のトルクで締め
る。

　

指示を
実行

ねじ緩み・接触不良により、発煙・発
火・火災の原因になります。

コネクタを抜き差しする場合、室内
ファンが回転しないことを確認する。

　

指示を
実行

室内ファンが回転すると基板に充電さ
れ、感電の原因になります。

 

［      ］MAリモコンを用いて 
2リモコンで使用する 
場合 

無極性 
DC10V～13V

MAリモコン 

上段 
（TB15） 

1
2

A B
1 2

P265～670形 

CN104 CN20

R S T

R S T

電源端子台

アース端子

リモコン接続
(接続する場合)
(無極性2線)

室内ユニット制御箱
三相電源へ

M6ねじ

13.5mm

ゴムブッシュ
(※1～※3)

ゴムブッシュ
(※1～※3) ゴムブッシュ

(※1～※3)

室外伝送用端子台へ
※室外ユニット側で
　シールドアース　を
　取ってください。
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※1 各配線がゴムブッシュ切込み部から飛び出さないようにしてください。

※2 ゴムブッシュ内に配線を通す際、ゴムブッシュがガード板金から外れないようにしてください。

※3 結束バンド（同梱部品D-6）はゴムブッシュに隙間 (裏側 ) が開かないように取り付けてください。

• ゴムブッシュを結束バンドで固定するとき、ゴムブッシュの裏側の切込みが重なり、隙間がないようにし
てください。隙間があると、雪・水が浸入し、機器が故障する原因になります。

ゴムブッシュ
（楕円部）

配線

上から見た図

切込み 切込みが折れ曲がり、
配線が飛び出さないこと

ゴムブッシュ
（楕円部）

配線
断面図

配線
上から見る

ゴムブッシュ

ガード板金

ゴムブッシュ ゴムブッシュ

ガード板金
ガ－ド板金から外れないこと

切込み部

切込み部が
開いた状態
にならないこと

ゴムブッシュの
切込みが重なっ
ていること

切込み部

約20mm
結束バンド
（同梱部品D-6）
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6-2-7. 伝送線の接続方法

[1] 室内外伝送線
室外ユニット（OC）の室内外伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ端子と室内ユニット（IC）の室内外伝送線
用端子台（TB5）の A、B端子を渡り配線します。（無極性2線）
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OCのアース端子（ ）と、ICの端子台（TB5）のＳ端子とを渡り配線します。

[2] ＭＡリモコン配線の接続
IC のMA リモコン線用端子台 (TB15) の 1,2 端子をそれぞれMAリモコンの端子台に接続します。
（無極性2 線）

(1) ２リモコン運転の場合
2リモコンとする場合は、IC の端子台 (TB15) の 1,2 端子と2つのMAリモコンの端子台をそれぞれ接続
します。
• 一方のMAリモコンの主従設定を従リモコンにしてください。（設定方法は、MAリモコンの据付説明書を
参照してください。）
• リモコン同士での渡り配線はしないでください。リモコンの端子台には配線1本しか接続できません。

(2) 室内グループ運転の場合
IC をグループ運転する場合は、両方の ICの端子台（TB15）の1、2端子同士を接続します。（無極性２
線）
• 一方の室内ユニットのリモコンを従リモコンに設定してください。（設定方法は、下記を参照してくださ
い。）
• 機能が異なる室内ユニットを同一グループ運転する場合は、同一グループ内の機能が最も多い室内ユニッ
トを親機としてください。

• 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭＡリモコンは接続できません。
• 同一グループの室内ユニットを同一アドレスに設定できません。

A 
1
B 
2

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

アドレス02 アドレス01 
IC

TB5
A B S

TB15
1 2

アドレス03 

A 
1
B 
2

MA（同梱部品D-3） MA（同梱部品D-3）

A 
1
B 
2

MA 
（同梱部品D-3）

A 
1
B 
2

MA 
（別売品B-1） 

グループ グループ 

A 
1
B 
2

MA

m
1

m
3

m2

m
5

m
4

許容長
MA リモコン配線
総延長（0.3 ｍｍ２）

ｍ 1 ＋ｍ 2 ＋ｍ 3 ≦ 100 ｍ

ｍ 4 ＋ｍ 5 ≦ 100 ｍ



6. 電気工事

44WT51487X02

6-2-8. 温度センサー配線の接続方法
室内ユニット（IC）の室内制御基板（I.B.）コネクターCN20（赤）から吹出温度センサーを外して、温度
センサー (PAC-SE40TS-W) の配線を接続します。（無極性２線）
• 配線長が10m 以上で使用する場合やノイズ源がユニットに近接している場合は、下図のようにシールド
線を使用して延長してください。
• 据付方法については、温度センサー (PAC-SE40TS-W) の据付工事説明書を参照してください。
• 室温制御で使用する場合は、温度センサーの配線接続以外に室内SW7-2 を OFF にしてください。

CN104 CN20

三相電源へ

アース端子

室内ユニット制御箱

CN20に
接続してください

閉端接続子などで
中継してください

温度センサー付属
ケーブル
（PAC-SE40TS-W）シールドをアース端子へ

接続してください

リモコン接続
（接続する場合）
（無極性2線）

シールド線にて延長した
温度センサー
（PAC-SE40TS-W）

〈温度センサーをシールド線にて延長する場合〉

P265～670形 

室外伝送用端子台へ
※室外ユニット側で
　シールドアース　 を
　取ってください。

ゴムブッシュ

ゴムブッシュ
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6-3. スイッチ設定の種類と方法
6-3-1. アドレス設定

元電源を切った状態で操作してください。

手 順
1. アドレスを設定する。
アドレス（SW12、11）の設定は、下記例のように10 の位（SW12）と1 の位（SW11）の組合わせに
なります。
（例）アドレス“03”は、10 の位（SW12）：“0”、1 の位（SW11）：“3”

アドレス“25”は、10 の位（SW12）：“2”、1 の位（SW11）：“5”
• ユニットによりアドレス設定範囲が異なります。
2. グループ運転する場合、下表に従ってアドレスを設定する。
• グループ運転とは、1つのリモコン（2リモコン含む）で、複数台の室内ユニットを運転する場合をいい
ます。

3. アドレス設定後、製品銘板のアドレス記入欄に油性マジックなどでアドレスを記入する。

6-3-2. 送風機制御について
除霜時にはファンが停止します。関連のスイッチ設定と運転動作については以下を参照してください。

• 太字部分は出荷時設定
• 除霜時にファンON にすると室内に冷風が吹き出します。除霜復帰が遅れ室温が著しく低下する原因にな
りますのでSW3-4 を OFF で使用してください。

ユニットまたはコントローラー 記号 アドレス
設定範囲 設定方法

工場出荷時の
アドレス設定

機種

室内ユニット
親機

IC
01 ～ 50 ※1

親機にしたい室内ユニットを、同一グループ内
の最も若いアドレスに設定

00
子機 同一グループ内の親機のアドレスから、連番に

設定［親機+1, +2, +3, ･･･］

ロスナイ・外気処理ユニット LC 全室内ユニット設定後に、任意のアドレスを設
定 00

MA リモコン
主リモコン MA 設定不要

主
従リモコン MA 設定不要（主従設定で「従」に設定が必要です。主従設定の方法

については取扱説明書を参照してください。）

室外ユニット OC 51 ～ 100 ※2 同一冷媒回路系統の最も若い室内ユニット
（親機）のアドレス＋ 50 に設定してください。 00

システム
コントローラー

集中コントローラー TR,SC 0, 201～ 250 左記アドレス範囲で任意 000

システムリモコン SR,SC 201～ 250 左記アドレス範囲で任意 201

ON/OFF リモコン AN,SC 201～ 250 管理したい最小グループNo. ＋ 200 に設定 201

※1 他の冷媒回路系統の室内ユニット・室外ユニットのアドレスと重複する場合、設定範囲内の空きアドレスを設定してくださ
い。

※2 室外ユニットのアドレスを100 に設定する場合、表示値を50 にしてください。

仕様 SW リモコン
機能設定

動作
備考

設定値「1」/OFF 設定値「2」/ON

強制暖房運転 － 164 有効 無効
強制暖房運転は、冷風感防止のため室内ユニット
吸込温度が5℃以下では、運転モードによらず
暖房運転となります。また、6℃以上で選択した
運転モードに戻ります。異常時は外気温度によら
ずファン停止します。

異常時ファン動作 － 165 ファンOFF ファンON

除霜時ファン動作 SW3-4 － 除霜時ファンOFF 除霜時ファンON 工場出荷時は冷風感防止のためファンOFF とし
ています。
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6-4. システム接続例
[1] MA リモコンを用いたシステム

(1) 制御配線例

(2) 許容長
1) 室内外伝送線
最遠長 (1.25mm2以上 )
L1＋ L2≦ 200m

2) 集中管理用伝送線
接続不要です

3) MA リモコン配線
総延長 (0.3mm2)
m1≦ 200m
m2＋m3≦ 100m

• 異冷媒室内ユニットの TB5 の渡り配線はできません。
• 同一グループの室内ユニットに3 台以上のＭＡ リモコンは接続できません。室内ユニットが3 台以上に
なる場合は、MA リモコンが2 台以下となるようにしてください。
• アドレスを設定してください。

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

A1 B2

MA
（同梱部品D-3）

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

02

A1 B2

MA 従
（別売品B-1）

 

A1 B2

MA 主
（同梱部品D-3）

 

グループ 

グループ 

A1 B2

MA

m
1

m
3m
2

L1

OC

TB3TB7
ABA B S

51

OC

TB3TB7
ABA B S

52

　　　OS1

52

L2

TB3TB7
ABA B S
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(3) 配線方法・アドレス設定方法
1) 室内外伝送線
室外ユニット（OC）の室内外伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ 端子と室内ユニット（IC）の室内外伝送線
用端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子を配線します。（無極性2線）
• シールド線を使用してください。
シールド線の処理
シールド線のアースは、OCのアース端子（ ）と、IC の端子台（TB5）のS 端子とを渡り配線します。

2) 集中管理用伝送線
接続不要です

3) ＭＡリモコン配線
2 リモコン運転の場合
2 リモコンまたはグループ運転しない場合は不要です。
2 リモコンとする場合は、IC の端子台（TB15）の 1、2端子とＭＡ リモコン（別売品B-1）の端子台を
接続します。（無極性2線）
• 接続したMAリモコン（別売品B-1）を主従切換機能で従リモコンに設定してください。
（設定方法は、MAリモコンの据付工事説明書を参照してください。）
MAリモコンの詳細は指定のページを参照してください。「別売品（12ページ）」

4) スイッチ設定
詳細は指定のページを参照してください。「アドレス設定（45ページ）」
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7. 応用据付工事
7-1. リモコンの据え付け

7-1-1. 据付場所の選定

• コントローラーを導電性があるところ（塗装をしていない金属面など）に据え付けないでください。
故障・誤動作の原因になります。
• 直射日光のあたる場所、または周囲温度が40℃以上・0℃以下になる場所にコントローラーを据え付け
ないでください。
変形・故障の原因になります。
• コントローラー設置壁面の表面付近の温度と実際の室温との差が大きい場所に据え付けないでください。
検知した室温と実際の室温を誤検知する原因になります。
• コントローラーを通信・放送設備がある所に据え付ける場合は、ノイズ対策をしてください。
ノイズにより映像放送の乱れ・雑音が生じる原因になります。
インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響によるコントローラーの故障・
誤動作の原因になります。

以下の場所にユニット・コントローラ
を設置しない。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがある場所

　

禁止
可燃性ガスがユニット・コントローラの
周囲にたまると、火災・爆発の原因に
なります。

コントローラは水のかかるところや高
湿度で結露するところには据え付けな
い。

　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災の原因になります。

ユニット・コントローラを病院など医
療機関に据え付ける場合は、ノイズ対
策を行う。

　

指示を
実行

ノイズが医療機器に悪影響を与え、医療
行為を妨げる原因になります。

コントローラの質量に耐えられるとこ
ろに据え付ける。

　

指示を
実行

強度不足や、据え付けに不備があると、
コントローラが落下し、けがの原因に
なります。

配線引込口をパテでシールする。 　

指示を
実行

露・水・小動物が浸入すると、感電・故
障・火災の原因になります。

コントローラの意匠カバー・上ケース
は“パチッ”と音がするまではめ込
む。

　

指示を
実行

不備があると、製品が落下し、けが・損
傷・故障の原因になります。

端子台に配線の切りくずが入らないよ
うにする。

　

指示を
実行

切りくずが入ると、ショート・感電・故
障の原因になります。

コントローラの内部に配線の切りくず
が入らないようにする。

　

指示を
実行

切りくずが入ると、ショート・感電・故
障の原因になります。

シールド線を使用する場合、シールド
部の絶縁処理を行う。

　

指示を
実行

ショート・感電・故障の原因になりま
す。
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[1] 製品の機能性能を発揮するための事項
本リモコンは壁面に据え付ける仕様となっています。「スイッチボックスを使用する」または「壁面に直接据
え付ける」が選択できます。「壁面に直接据え付ける」場合、配線取出し方法を「背面取出し」または「上部
取出し」から選択できます。
リモコン（スイッチボックス）を、次の条件を満たす場所に据え付けてください。

(1) リモコンが正確な室内温度を検知できるところ
室内温度を検知する温度センサーはリモコンに付いています。リモコンの温度センサーを使用して室内温度
を検知する場合は、下記事項を守ってください。
• リモコンは、熱源の影響を受けない場所に据え付けてください。
（直射日光や室内ユニットの吹き出し空気が直接あたる場合、リモコンが正確な室温を検知できません。）
• リモコンは、部屋の平均的な温度を検知できる場所に据え付けてください。
• リモコンの温度センサー付近に他の配線が無い場所に据え付けてください。
（配線がある場合、リモコンが正確な室温を検知できません。）

• 室温と壁温の差が大きい場合、リモコン設置壁面の表面付近の温度を検知するため室温と差が出る原因に
なります。

• 急激な温度変化がある場合、温度検知の追従性が悪くなります。
• リモコンでの正確な室温検知が難しい場合、無線センサー（当社指定・別途購入）の接続をご検討くださ
い。無線センサー設定については別売リモコン（PAR-45MA-SE）の据付工事説明書（設定編）を参照し
てください。

(2) 据付面が平らなところ

[2] 据付スペース
リモコンをスイッチボックス・壁面のどちらに据え付ける場合でも下図に示すスペースを確保してください。
スペースが不足すると、リモコンの取り外しが困難になります。
また、リモコン正面側には操作ができるスペースを確保してください。

30 30

30

120

リモコン
温度センサー

単位：mm

リモコン外形

リモコン
周囲の必要
スペース
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7-1-2. 据付工事・電気工事

[1] 建物工事の進行と施工内容
据付場所に据え付けられる状態になりましたら、据付工事を行ってください。

(1) スイッチボックスを使用する場合
壁面仕上げ材を取り付ける前にスイッチボックス（一般市販部品）を取り付け、薄鋼電線管（一般市販部品）
と接合しておき、事前にケーブルを通しておいてください。
その後壁面仕上げ材を取り付けておいてください。

(2) 壁面に直接据え付ける場合
壁面仕上げ材を取り付ける前にリモコンを取り付ける予定のところにケーブルを配設しておいてください。
その後壁面仕上げ材を取り付けておいてください。

[2] 据付と電気工事をする

(1) 必要工具
• マイナスドライバー（刃幅3～5mm）
• ニッパー
• その他一般工具

(2) リモコン据付工事
据付工事には「スイッチボックスを使用する場合」と「壁面に直接据え付ける場合」があります。据付方法
に応じて工事をしてください。

1) 壁面に据付用の穴を開ける

スイッチボックスを使用する場合

手 順
1. 壁面に穴を開け、スイッチボックス（一般市販部品S-14）を据え付ける。
2. スイッチボックス（一般市販部品S-14）と薄鋼電線管（一般市販部品S-15）を接合する。

• 壁面に穴を開ける際、下ケースと壁の接地面積を確保してください。
壁面の穴が大きすぎる場合、リモコンにがたつきが発生する場合があります。

薄鋼電線管(一般市販部品S-15)

ロックナット(一般市販部品S-16)

スイッチボックス
(一般市販部品S-14)

パテ(一般市販部品S-18)で
シールする

リモコンケーブル

ブッシング

壁
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壁面に直接据え付ける場合

手 順
1. 壁に穴を開ける。
2. リモコンケーブルを通す。

2) リモコンケーブル引込口をシールする

スイッチボックスを使用する場合

手 順
1. スイッチボックス（一般市販部品S-14）と薄鋼電線管（一般市販部品S-15）の結合部のリモコンケーブ
ル引込口をパテ（一般市販部品S-18）でシールする。

3) リモコンを準備する

手 順
1. リモコン本体の下ケースを取り出す。

4) リモコンケーブルを下ケースの端子台に接続する
リモコンケーブルを下図のように加工し、端子台に適切に接続してください。リモコンケーブルのシース
をむきとった部分がケース内に納まるよう、リモコンケーブルを固定してください。

※ シールド部が製品内でショートしないようテープなどで絶縁処理を行ってください。

上ケース 下ケース

15

6 ケーブルを接続する

シース部は
本体内部に
入れる

（極性はありません）

裏側から2芯線が

シース

単位：mm

見えないようにする

15

6

シース

単位：mm

テープなどで
絶縁処理をする
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壁面に直接据え付ける場合

手 順
1. リモコンケーブルを通した穴をパテ（一般市販部品S-18）でシールする。

• 配線を端子台に接続する際に圧着端子を使用しないでください。
• 上ケースと接触し、上ケースが損傷する原因になります。

5) 下ケースを据え付ける

スイッチボックスを使用する場合

手 順
1. 下ケースは2 か所以上固定する。

壁面に直接据え付ける場合

手 順
1. ケーブルを溝に通す。
2. 下ケースは2 か所固定する。
3. リモコン正面から見て右上と左下の2 か所以上を固定する。
モリーアンカー（一般市販部品S-19）などを使用して固定してください。
配線により壁面からリモコンが浮くことを防止できます。

• ねじを締めすぎないでください（推奨トルク：0.2 ～ 0.3N・m）。
損傷する原因になります。
• コントローラーのケースに追加穴を開けないでください。
損傷する原因になります。

パテで
シールする

リモコンケーブルを
リモコン背面から出す

リモコン
ケーブル

スイッチボックスを使用する場合 壁面に直接据え付ける場合

4)を参照

2)を参照

4)を参照
リモコンケーブル

スイッチボックス
(一般市販部品S-14)

十字穴付きナベねじ
(一般市販部品S-13)

リモコンケーブル引
き込み口をパテ
(一般市販部品S-18)
でシールする

木ねじ(一般市販部品S-12)

リモコン
ケーブル
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6) 配線穴を加工する

壁面に直接据え付ける場合（リモコンケーブルを壁面にはわす場合）

手 順
1. 上ケースの内側薄肉部（下図の塗潰し部）をニッパなどで切り取る。
（端子台に接続したリモコンケーブルをこの部分から取り出します。）

• 上ケースを下ケースから取り外して加工してください。
取り外さないで加工した場合、基板が破損する原因になります。

7) 上ケースに配線する

手 順
1. 上ケースのソケットに、下ケースのコネクターを接続する。

• リモコンの上ケースから基板保護カバー・基板は取り外さないでください。
故障の原因になります。
• リモコンのコネクター接続後、ケースをぶら下げないでください。
断線し、動作に支障をきたす原因になります。

8) 上ケースをはめ込む

手 順
1. 上ケースのツメ（上部2 か所）を下ケースに引っ掛けて、“ パチッ”と音がするまではめ込む。
2. ケースに浮きがないことを確認する。

• 上ケース上部のツメを下ケースに引っ掛けていない状態で、上ケースを下ケースにはめ込まないでくださ
い。
破損する原因になります。

コネクターを
接続する

上ケースを宙づりに
しないでください

コネクター

壁

浮きがない
ようにする
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壁面に直接据え付ける場合（リモコンケーブルを壁面にはわす場合）

手 順
1. リモコンケーブルをリモコンの上部から出す。
2. 上ケースの切り取った部分をパテ（一般市販部品S-18）でシールする。
3. モール（一般市販部品S-17：配線カバー）を使用する。

以上で据付工事は完了ですが、再度取り外す場合は以下の方法で取り外してください。

(3) リモコン上ケースの外し方
1) 上ケースのツメを外す

手 順
1. 刃幅が3 ～ 5mm のマイナスドライバーを、リモコン下部のツメ部分に差し込み、マイナスドライバーで
ツメを押すようにして、引っかかっているツメを外す。

• マイナスドライバーをコントローラーのツメに強く差し込まないでください。
基板が損傷する原因になります。
• マイナスドライバーをコントローラーのツメにはめ込んだ状態で強く回転させないでください。。
ケースが損傷する原因になります。

2) 上ケースを取り外す

手 順
1. 上ケースを手前上に引いて取り外す。

• コネクターを取り外す前に上ケースを強く引かないでください。
コネクターの配線が切れる原因になります。

[3] サービス
再度取り外す場合は指定のページを参照してください。「リモコン上ケースの外し方（54ページ）」
リモコン交換する場合は上ケースだけでなく、下ケースも併せて交換してください。

パテですき間を
シールする モールを使用する

リモコンケーブルを
リモコン上部から出す



8. 据付工事後の確認

55 WT51487X02

8. 据付工事後の確認
据付工事が完了しましたら、下表に従ってもう一度点検してください。
不具合がありましたら必ず直してください。（機能が発揮できないばかりか、安全性が確保できません。）

8-1. 据付工事のチェックリスト

点検項目 点検内容 点検結果

設置環境

設置周りは必要な空間が守られていますか

冷却器の吸込部に風路を妨げるような物はありませんか

製品重量に十分耐えられる場所に設置しましたか

他ユニットの排風・冷風の影響を受けないよう設置しましたか
（複数台設置の場合）

製品は水平に設置されていますか

設置方法 本体は固定ボルト4か所で固定されていますか

配管工事

配管には断熱施工がされていますか

ドレン配管（メイン）は接続されていますか

ドレン配管（メイン）のトラップに封水しましたか

リモコン

リモコンケーブルの切くずなどが端子台に入っていませんか

端子台のねじに緩みはありませんか

コネクターは正しく接続されていますか

リモコンケーブル引き込み口はパテなどでシールしましたか

上ケースと下ケースに浮きがなくはめ込んでいますか
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9. 試運転
お客様立ち会いで試運転を行ってください。

9-1. 試運転前の確認
手 順
1. ユニットの前下パネルを開ける。
2. 制御箱の前カバーを開ける。

• 既にユニットに通電している場合、制御箱前カバーを開ける10分以上前にユニットの電源をOFF してく
ださい。電源をOFFしてから、電源端子台にて電圧が印加されていないことを確認してください。
• 10分以上放置後、電解コンデンサー電圧（インバーター主回路）がDC20V以下になっていることを確
認してください。測定箇所は、配線図銘板（制御箱の前パネル裏側に貼付）を参照してください。

3. 冷媒漏れ、電源・伝送線の緩みがないか確認する。
4. 電源端子台と大地間を500Vメガーで測り、1.0MΩ以上あることを確認する。

• ユニットリモコン用伝送線用端子台の絶縁抵抗測定はしないでください。
基板が破損する原因になります。
• 絶縁抵抗値が1.0MΩ以下の場合は運転しないでください。
• 据付直後、もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合、圧縮機内に冷媒がたまり、電源端子台と
大地間の絶縁抵抗が1.0ＭΩ近くまで低下することがあります。
• 試運転の12時間以上前に室外ユニットの電源を投入し通電してください。
通電時間が短いと圧縮機故障の原因になります。
（圧縮機へ通電させて、圧縮機にたまった液冷媒を蒸発させると絶縁抵抗は上昇します。）
5. 伝送線用給電拡張ユニットを接続している場合、室外ユニットの電源を投入する前に、伝送線用給電拡張
ユニットの電源を投入する。
• 室外ユニットの電源を先に投入すると、冷媒系の接続情報が正常に認識できない可能性があります。
• 室外ユニットの電源を先に投入した場合、伝送線用給電拡張ユニットの電源を投入後に室外ユニットの
電源をリセットしてください。

6. 集中管理用伝送線に給電ユニットを接続している場合、給電ユニットに通電した状態で試運転を行う。
• このとき、室外ユニットの給電切替コネクターは出荷時のまま（ＣＮ41）としてください。
• 給電機能のあるシステムコントローラーで給電して接続する場合も同様です。

7. 室内ユニットの全パネルを閉める。
試運転は、室内ユニットの全パネルを閉めた状態で行ってください。

• 電源投入時および停電からの復帰後、約30分間能力が低下する場合があります。

電気部品を触る場合は、保護具を身に
付ける。

　

指示を
実行

高温部に触れると、火傷の原因になりま
す。
高電圧部に触れると、感電の原因になり
ます。

コネクタを抜き差しする場合、室内
ファンが回転しないことを確認する。

　

指示を
実行

室内ファンが回転すると基板に充電さ
れ、感電の原因になります。
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9-2. 静圧設定方法
必要に応じ、リモコンから各室内ユニットの機能を設定してください。
• 静圧設定などの変更が必要な場合のみ設定してください。
• 機能設定により室内ユニットの機能を変更した場合は、すべての設定内容を紙に記録するなど、設定状態
を管理してください。

手 順
1. メインメニュー画面で「サービス」を選択し、[ 決定 ] ボタンを押す。
パスワード入力画面が表示されます。

2. 現在設定されているサービス用のパスワード（数字4 桁）を入力する。
3. [F1][F2] ボタンで桁を選択し、[F3][F4] ボタンで0～9 の数字を設定
する。

4. 4 桁のパスワードを入力後、[ 決定 ] ボタンを押す。
パスワードが一致すると、サービスメニューが表示されます。

• サービス用パスワードの初期値は「9999」です。管理者以外の方が設定
変更しないよう、必要に応じパスワードを変更してください。
• パスワードは必要な方が分かるよう適切に管理してください。

• サービス用パスワードを忘れてしまった場合、サービス用パスワード入力
画面で [F1][F2] ボタンを同時に3 秒連続押しするとパスワードを
「9999」に初期化できます。

5. サービスメニュー画面で「設定」を選択し、[ 決定 ] ボタンを押す。
設定メニュー画面が表示されます。

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4
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6. 設定メニューで [F1][F2] ボタンを押し、カーソルを「機能選択」に合
わせる。

7. [ 決定 ] ボタンを押す。
機能選択画面が表示されます。

8. [F1][F2] ボタンで室内ユニットの｢M-NET アドレス｣、｢機能設定No ｣、
｢機能設定値｣を選択し、[F3][F4] ボタンで希望の設定に切り替える。

9. 希望の設定に切り替えた後、[ 決定 ] ボタンを押す。
静圧設定の場合「機能設定No」を”100”と”101”を設定します。
設定情報送信画面が表示されます。
※ 設定No. に対する機能設定値については、システム設計・工事マニュ
アルを参照してください。

現在の設定値を確認する場合は、確認したい室内ユニットの「M-NET アド
レス」、「機能設定No.」を設定し、「実行内容選択」で「確認」を選択し、
[ 決定 ] ボタンを押します。
確認中画面が表示され、確認が完了すると機能設定値が表示されます。

送信が完了すると設定完了画面が表示されます。
続けて設定を行う場合、[ 戻る ] ボタンを押すと3 の画面に戻ります。
同様の手順で他の室内ユニット、機能設定No. の設定を行います。

画面移動方法
• メインメニュー画面へ戻る・・・[ メニュー ] ボタン
• 前の画面に戻る・・・[ 戻る ] ボタン

F1 F2 F3 F4
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9-3. 風速 3 速設定
風速3速設定の機能を有効にすることでリモコン操作により運転中の室内ファン風速を「強」、「中」、「弱」
に変えることができます。機能を有効にするにはリモコンの機能設定No.161を設定値2に設定してくださ
い。
風速のリモコン操作方法は室内ユニットおよび別売リモコン（PAR-45MA-SE）の取扱説明書を参照してく
ださい。
※ 設定風量が定格風量以上の場合に使用してください。
定格風量以下の範囲で使用すると、風速変化時に最小風量を下回りユニットの結露や安定した運転がで
きなくなります。

※ システムコントローラーから風速操作を禁止した場合は、本機能は機能しません。

9-4. 暖房時の個別静風圧設定
冷風感防止を目的に、暖房時の室内ファン回転数を下げることができます。

設定方法
リモコンの機能設定No.155の設定により、機能設定No.100,101で設定した設定回転数から暖房時の回
転数を変更することができます。

風量変化幅の目安

強 設定風量

中 設定風量の90～95% ※1

弱 設定風量の85～90% ※1

※1　静風圧設定（設定風量、回転数）により変化します。
　　　設定回転数が小さい領域ではほとんど変化しないことがあります。
※本機能と暖房時の個別静風圧設定の併用はできません。

室内ファン風速

No.101 No.100
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
㉑
㉒
㉓
㉔
㉕
㉖
㉗

1600
1570
1540
1510
1480
1450
1420
1390
1360
1330
1300
1270
1240
1210
1180
1150
1120
1090
1060
1030
1000
970
940
910
880
850
820

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
10
10
10
10
10
10
10
10

10（初期設定）
4
4
4
4
4

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
8
7
6
5
4
3
2
1

10（初期設定）
1
2
3
4
5

標準仕様
モーター1.2kW

設定回転数

暖房時回転数

回転数
（rpm）No.

機能設定No.

PFAV-P280DMJ3標準モーターの静風圧設定表

機能設定No.155
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

回転数テーブルの変化幅
設定回転数
１段階
２段階
３段階
４段階
５段階
６段階
７段階
８段階
９段階
１０段階
１１段階
１２段階
１３段階

※ 暖房時の風量が最小風量を下回らないように注意し
    てください。
※ ユニットの回転数範囲を超えて設定することはでき
    ません。
※ 本機能と風速３速設定の併用はできません。

例）PFAV-P280DMJ3の場合

暖房運転時の室内ファン回転数は1000rpmとなります。

・機能設定No.101 『10』
・機能設定No.100 『5』
・機能設定No.155 『5』（-4段階）

1120rpm
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9-5. 試運転の方法
• リモコンに点検コードが表示された場合・正常に作動しない場合は、指定のページを参照してください。
「不具合時の対応（66ページ）」
• 試運転中、時刻表示部に試運転残時間を表示します。
• 試運転中、室内ユニットの液管温度をリモコン室温表示部に表示します。

• 外部入力接続をしている場合、外部入力信号で運転操作し、試運転を行ってください。

手 順
1. 試運転を行う最低12時間以上前に元電源を入れる。
最大5分間“PLEASE WAIT”が表示されます。

2. サービスメニュー画面で「試運転」を選択する。
試運転メニュー画面が表示されます。

3. [F1][F2] ボタンで「試運転操作」を選択する。
4. [ 決定 ] ボタンを押す。
試運転が開始され、試運転操作画面が表示されます。
• 試運転実施前に、設定温度を下記設定にしてください。
下記設定にしなかった場合、100％運転にならないことがあります。
　冷房：14℃設定　暖房：35℃設定

5. [F1] ボタンを押して運転を切り替える。
［冷房運転］の場合、冷風の吹出しを確認します。
［暖房運転］の場合、暖房の吹出しを確認します。
• モード表示が点滅している場合は、室内ファン INVの保護動作中になり
ます。現地静圧に対して回転数が高すぎる可能性があります。必要に応じ
て静圧設定をやり直してください。

6. 換気機器など連動する機器がある場合、その動作を確認する。
7. [ 運転 / 停止 ] ボタンを押す。
試運転が終了すると 2.の画面に戻ります。
• 試運転は2時間経過すると自動的に停止します。
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9-6. 外部入力による発停を使用する場合の配線要領
9-6-1. レベル入力による発停

[1] 発停のみを外部入力で操作する場合

(1) 室内ユニットへの信号入力接続

手 順
1. 室内ユニット基板上のコネクターCN32 に接続する。
2. 遠方発停用アダプターのコネクターを挿し込む。
コネクターには方向性があり、逆挿し込みはできません。

3. 信号入力は、グループ内の親機に接続する。
• 複数枚の制御基板がある室内ユニットの場合、No.1 側の制御基板のみに信号を入力してください。

4. 配線には絶縁チューブを施工する。

(2) 現地配線方法
遠方発停用アダプターを使用すると現地側の回路によりいろいろな運転操作ができます。
（例）　　外部タイマー運転
　　　　遠方操作運転

1)リモコンの据え付け方
基本的な接続方法（SWC が OFF であることを確認してください。）
SW1 ･･･切替スイッチ
運転／停止を外部回路で行うかリモコン※1で行うかを選択します。
※1 システムコントローラー（集中コントローラー）も含みます。
SW2 ･･･運転スイッチ
室内ユニットの運転／停止を行います。

2)各スイッチの内容（詳細は下表を参照してください）
SW1：ON の場合
• リモコンから運転／停止はできません。他の操作（温度設定、風速切替など）はできます。
• SW2 で運転／停止ができます。
SW1：OFF の場合
• リモコンから運転操作（運転／停止、他の操作）ができます。
• SW2 で運転／停止はできません。

遠方発停用アダプター
（PAC-SE55RA）

2 3

CN32コネクター

室内ユニット基板
橙SW2

現地配線

SW1 CN32赤

茶

SW1

ON OFF

リモコン 運転／停止はできません 運転操作ができます

SW2
ON 運転

運転／停止はできません
OFF 停止

SWC が OFF に設定されている場合のみ使用可能です。
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• 微小電流用接点の部品を選定してください。
タイマーおよびスイッチの接点にはDC5V または12V、1mA 程度の負荷しかかかりませんので、微小
電流用接点を使用しないと動作しなくなることがあります。
• グループ運転で発停入力を使用する場合は、手元リモコンが必要です。

(3) 使用例
いずれの場合も運転指令が出てからユニットが運転するまで、5 ～ 6 秒の時間が掛かります。

1)遠方操作または外部タイマーのみで運転／停止を行い、リモコンからの運転／停止を禁止したい場合

2)遠方操作または外部タイマーによる運転／停止と、リモコンからの運転／停止を使い分ける場合

3)遠方操作により運転を開始させ、以後はリモコンでの操作を自由に行いたい場合

4)リモコンでの運転の許可／禁止を外部回路で行う場合

室内ユニット基板
橙SW2

現地配線

CN32赤

茶

室内ユニット基板
橙

現地配線

外部タイマー電源 CN32赤

茶

遠方操作の場合 外部タイマー運転の場合

室内ユニット基板
橙SW2

現地配線

SW1 CN32赤

茶
SW1

室内ユニット基板
橙

現地配線

外部タイマー電源
CN32赤

茶

遠方操作の場合 外部タイマー運転の場合

SW1

室内ユニット基板
SW1 はモーメンタリスイッチ（手動操作自動復帰スイッチ）
を使用してください。
SW1 を押す（1 秒以上）と、運転を開始します。
その後はリモコンによる操作が行えます。

橙

現地配線

CN32赤

茶

室内ユニット基板
橙

現地配線

SW1 CN32赤

茶使用しませんので絶縁テープなどで
絶縁処理してください。

SW1

リモコン
ON OFF

運転／停止はできません 運転操作ができます
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(4) 配線上の制限
室内ユニット基板からの配線の長さは10m 以内にしてください。
正常に作動しなくなることがあります。
遠方配線などで配線を延長する場合は中継用リレーを使用してください。

[2] 運転モード（発停を含む）を外部入力で操作する場合

(1) 室内ユニットへの信号入力接続（制御基板のSWCをONにしてください）

手 順
1. 室内ユニット基板上のコネクターCN32 に接続する。
2. 遠方発停用アダプターのコネクターを挿し込む。
コネクターには方向性があり、逆挿し込みはできません。

3. 信号入力は、グループ内の親機に接続する。
• 複数枚の制御基板がある室内ユニットの場合、No.1 側の制御基板のみに信号を入力してください。

4. 配線には絶縁チューブを施工する。

(2) 現地配線方法
外部からのレベル入力により、冷房運転 / 暖房運転の切り替えができます。

1)基本的な接続方法
SW1 ･･･冷房運転スイッチ
SW2 ･･･暖房運転スイッチ

2)各スイッチの内容（「－」部以外の設定で使用してください。）

室内ユニット基板
橙

現地配線

電源
CN32赤

茶
Y

X
SW2

SW1

X Y

遠方発停用アダプター
（PAC-SE55RA）

2 3

CN32コネクター

室内ユニット基板
橙SW2

現地配線

SW1 CN32赤

茶

SW1

ON OFF

SW2
ON － 暖房運転

OFF 冷房運転 停止

SWC が ON に設定されている場合のみ使用可能です。
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• 微小電流用接点の部品を選定してください。
タイマーおよびスイッチの接点にはDC5V または12V、1mA 程度の負荷しかかかりませんので、微小
電流用接点を使用しないと動作しなくなることがあります。
• グループ運転で発停入力を使用する場合は、手元リモコンが必要です。
• システムコントローラーとの併用はできません。

9-6-2. パルス入力による発停

[1] 室内ユニットへの信号入力接続
手 順
1. 室内ユニット基板上のコネクターCN51 に接続する。
2. 遠方表示用アダプターのコネクターを挿し込む。
コネクターには方向性があり、逆挿し込みはできません。

3. 信号入力は、グループ内の親機に接続する。
• 複数枚の制御基板がある室内ユニットの場合、No.1 側の制御基板のみに信号を入力してください。

4. 配線には絶縁チューブを施工する。

[2] 現地配線方法（1 パルス入力の場合）
外部からのパルス（a接点）により、運転／停止を反転させることができます。

（2 パルス入力の場合）作業上別売のM 制御遠方表示キット（PAC-CG92HK）の使用を推奨します。
※ リモコンの機能設定で「機能設定No.」を“80”に「機能設定値」を“2”に設定してください。
（工場出荷時は「機能設定値」は“1”（1パルス入力）です。）
リモコンの操作方法の詳細は指定のページを参照してください。「静圧設定方法（57ページ）」

SW1
遠方発停スイッチ（モーメンタリースイッチ）
※ SWを押す（パルス入力する）ごとにON/
OFFを反転します。

X：リレー（接点：最小適用負荷　DC12V 1mA）CN51

室内ユニット
制御基板

遠方表示用
アダプター

(PAC-SA88HA)
茶1

赤2

橙3

黄4

緑5

絶縁

リ
レ
ー
電
源

絶縁

絶縁

X
SW1 X

配線長は最大10mまで延長可能

SW1
ON
専用

スイッチを押すと運転します。

SW2
OFF
専用

スイッチを押すと停止します。

X,Y：リレー（接点：最小適用負荷　DC12V 1mA）

CN51

室内ユニット
制御基板

遠方表示用アダプター
(PAC-SA88HA)
茶1

赤2

橙3

黄4

緑5

絶縁

リ
レ
ー
電
源

絶縁

絶縁

XSW1
X

CN52

室内ユニット
制御基板茶1

赤2

橙3

黄4

緑5

絶縁

絶縁

絶縁

Y

配線長は最大10mまで延長可能

SW2 Y
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• 微小電流用接点の部品を選定してください。
タイマーおよびスイッチの接点にはDC5V または12V、1mA 程度の負荷しかかかりませんので、微小
電流用接点を使用しないと動作しなくなることがあります。
• グループ運転で発停入力を使用する場合は、手元リモコンが必要です。

[3] 入力仕様

遠方／手元切換（CN32）が“手元”およびSWCが“OFF”に設定されている場合にのみ使用可能で
す。

項目 内容

入力信号 パルス信号（a接点）

パルス規格
200msec以上
（パルス通電時間）

200msec以上
（パルス間隔）
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9-7. 試運転中の確認事項
お客様立会いで、試運転を行ってください。
サービスハンドブックに記載の標準運転データを参考に運転状態の確認を行ってください。
仕様値や標準運転データは JIS B 8616の条件に基づいた値であり、現地の環境条件やシステム、設置条
件、運転条件、機器設定などにより運転ポイント、能力、電気特性は変化します。

9-7-1. 不具合時の対応

[1] エラーコードの確認
異常停止時、リモコン表示部に4桁のエラーコードまたは運転モードが表示されます。不具合要因を点検し
てください。

(1) 室内ユニット

室内ファン INV保護制御中は、運転モードが点滅します。

エラーコード 不具合内容 エラーコード 不具合内容

0403 パネル通信異常、シリアル通信異常 5305
ACCTセンサー異常、IPMオープン /
ACCTコネクター抜異常
起動時 /運転時位置検出異常、起動前回転数異常

2500 漏水異常 6600 ユニットアドレス二重設定

2502 ドレンポンプ異常 6602 送信エラー（伝送プロセッサーハードウェア異常）

2503 ドレンセンサー異常・フロートスイッチ作動 6603 送信エラー（伝送路BUSY）

4102 欠相異常 6606 送受信エラー（伝送プロセッサーとの通信異常）

4109 ファン異常 6607 送受信エラー（ACK無しエラー）

4225 母線電圧異常、ロジック異常 6608 送受信エラー（応答フレーム無しエラー）

4235 放熱板過熱保護 6831 MA通信受信異常（受信なし）

4245 過負荷保護 6832 MA通信送信異常（同期回復異常）

4255 IPM異常 6833 MA通信送信異常（ハードウェア異常）

5101 吸込センサー異常（TH21） 6834 MA通信受信異常（スタートビット検出異常）

5102 配管センサー異常（TH22） 7101 能力コードエラー

5103 ガス側配管センサー異常（TH23） 7111 リモコンセンサー異常

5104 外気温度センサー異常 7130 組合わせ異常

5115
5116 ヒートシンクサーミスター異常 運転モード点滅 室内ファン INV保護制御中
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(2) 室外ユニット

エラーコード 不具合内容 エラーコード 不具合内容

0403 シリアル通信異常 5104 吐出温度センサー異常（TH4）

1102 吐出温度異常 5105 アキュムレーター入口温度センサー異常（TH5 ）

1108 圧縮機インナーサーモ異常 5106 外気温度センサー異常（TH7）

1300 低圧圧力異常 5107 外気温度センサー異常（TH7）

1301 低圧圧力異常 5110 放熱板温度センサー異常（THHS）

1302 高圧圧力異常 5201 高圧圧力センサー異常

1500 液バック異常 5300 電流センサー異常

1501 冷媒不足異常 5301 電流センサー /回路異常（圧縮機用）

1505 真空運転保護 5305 電流センサー /回路異常（ファン用）

4100 圧縮機過電流遮断（起動時） 6500 室内ユニット洗浄操作異常

4102 欠相異常 6600 ユニットアドレス二重設定

4106 伝送電源不良 6602 送信エラー（伝送プロセッサーハードウェア異常）

4121 高調波対策機器異常 6603 送信エラー（伝送路BUSY）

4220 母線電圧異常、ロジック異常 6606 送受信エラー（伝送プロセッサーとの通信異常）

4230 放熱板過熱保護（圧縮機用） 6607 送受信エラー（ACK無しエラー）

4240 過負荷保護（圧縮機用） 6608 送受信エラー（応答無しエラー）

4250 IPM/ 過電流遮断異常（圧縮機用） 7100 合計能力エラー

4255 IPM/ 過電流遮断異常（ファン用） 7101 能力コードエラー

4260 起動前放熱板過熱保護 7102 接続台数エラー

4400 室外ファンモーター回転数異常 7105 アドレス設定エラー

5101 吐出温度センサー異常（TH4） 7110 接続情報未設定エラー

5102
吸入圧力飽和温度センサー異常（TH6） 7113 機能設定エラー

サブクールコイルバイパス出口温度センサー
異常（TH2） 7117 機種未設定エラー

5103 配管温度センサー異常（TH3 ） 7130 組合わせ異常
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1) 施工または工事上よくあるエラーコード

(3) 手元リモコン
1) MAリモコン

(4) システムコントローラー

エラー
コード 不具合内容 不具合内容の説明 対策内容

4102 欠相異常 電源の欠相、または電圧の異常 電源の各相間電圧、および配線接続を確認

4121 高調波対策機器異常
アクティブフィルターとの通信異常
またはアクティブフィルターが異常
を検知している

制御基板スイッチ設定の確認
アクティブフィルターとの配線接続確認
アクティブフィルターの据付工事説明書
を確認

4220
4225 母線電圧異常 インバーター母線電圧の異常 電源の各相間電圧を確認

6600 ユニットアドレス二重設定 同一アドレスのユニットが存在して
いる

エラー発生元と同じアドレスのユニットを
探して、アドレスの設定を変更する

6607 送受信エラー（ACK無しエラー） 送信した相手から返事が無い 伝送線の接続確認

6608 送受信エラー（応答無しエラー） コマンドの応答が無い 伝送線の接続確認

7100 合計能力エラー 室内ユニットの合計能力がオーバー
している

室内ユニットの形名合計を確認
OC－OS間の配線、電源を確認

7102 接続台数エラー

室内外伝送線上の接続台数がゼロま
たはオーバーしている
または汎用インターフェースの接続
設定が異なる

室内外伝送線上に接続している室内ユ
ニット台数を確認
室外ユニットの形名確認
制御基板スイッチ設定の確認

7105 アドレス設定エラー 室外ユニットのアドレス設定エラー 室外ユニットのアドレス設定確認

7110 接続情報未設定エラー 室内ユニットが正常に接続されてい
ない 伝送線の接続確認

7130 組合わせ異常 室内ユニットの形名エラー 室内ユニットの形名確認

運転モード
点滅 室内ファン INV保護制御中 ファン INVが過電流を検知し保護制

御中となっている 静圧設定の見直し

エラーコード 不具合内容 エラーコード 不具合内容

6201（E1） リモコンH/W異常（EEPROM） 6202（E2） リモコンH/W異常（RTC）

6831 MA通信受信異常（受信なし） 6833 MA通信送信異常（H/W異常）

6832 MA通信送信異常（同期回復異常） 6834 MA通信受信異常（スタートビット検出異常）

エラーコード 不具合内容 エラーコード 不具合内容

6600 ユニットアドレス二重設定 6606 送受信エラー（伝送プロセッサーとの通信異常）

6602 送信エラー（伝送プロセッサーハードウェア異常） 6607 送受信エラー（ACK無しエラー）

6603 送信エラー（伝送路BUSY） 6608 送受信エラー（応答フレーム無しエラー）
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9-8. 故障した場合の処置
何らかの原因により、ユニットおよび冷媒回路部品が故障した場合は、故障再発防止のため次の内容に従っ
てください。

• 同じ故障を繰り返さないように故障診断を行い、故障箇所と故障原因を突き止めてください。
• 配管ろう付け部からのガス漏れを修理する場合は冷媒を回収し、窒素ガスを通しながらろう付けを行って
ください。
• 部品故障の場合はユニット全体を交換するのではなく、不良部品のみ交換してください。
• ユニットを廃棄する場合は冷媒を回収してから行ってください。
• 制御箱の取り外し、または引き出した場合は、サービスハンドブックを参照し、元どおりに取り付けてく
ださい。
• 故障原因が不明の場合は、ユニットの形名・製造番号および故障状況を調査のうえ、サービス窓口へ連絡
してください。

9-8-1. モーターの交換
[P265-F, 335-F 形 ]

手 順
1. 前下パネルを取り外す。（ナイロンワッシャー付六角ねじ：14本）
2. ふさぎ板を外し、前上パネルを取り外す。（ナイロンワッシャー付六角ねじ：9本 ( ふさぎ板 )、10本 ( 前
上パネル )）

3. ベルマウス（左・右）を取り外す。
ベルマウスのねじ穴はダルマ形状になっているので、ねじをゆるめるだけでベルマウスをずらして取り外
せます。
ベルマウス（右）は、モーターシャフトにぶら下がった状態にしてください。

4. ケーシング（前）を取り外す。（座付ねじ：6 本）

5. 制御箱のフタを取り外す。（座付ねじ：6本）
6. 制御箱内部の中継コネクターを外し（2個）、モーター配線を熱交換器の上まで引き上げる。
7. モーター台固定ねじを取り外す。（座付ねじ：4本）

ベルマウス（右）

モーター台固定ねじ

ベルマウス (左 )ふさぎ板
前上パネル

ケーシング (前 )
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8. モーターとシロッコファンをユニットから取り外す。
• モーターからシロッコファンが取り外せない場合はモーターシャフトとシロッコファン間の防錆材を市販
のリムーバー（塗料はがし）を用いて落としてください。

9. モーターからシロッコファンを取り外し、モーターを交換する。（セットねじ：2 本）
• モーターシャフト先端とボスは面合わせで仮固定してください。

10. 組立てたモーターセットをユニットに取り付ける。
11. シロッコファンとベルマウスの隙間は左右均等の位置で固定する。
• セットねじの締付トルク：27N・m
• セットねじの外れ防止のため、ねじロック（現地手配）をねじに塗布してください。
（ねじロック：ThreeBond 1322N 相当品）

12. モーターシャフトとシロッコファンを固定した後、防錆材（推奨品 : 大日本塗料株式会社COSMOREX　
#2000、日新インダストリー株式会社 スーパージンクもしくはローバル株式会社 エポローバル）を塗る。
• 防錆剤を塗る部分は、事前に脱脂してください。

13. 取り外した部品をそれぞれ元通りに取り付ける。

シャフト先端とボスは
面合せで仮固定にすること。

（単位：kg）

部品重量 P265, 335

シロッコファン 5.1

前下パネル 8.0

前上パネル 5.4

ベルマウス 0.5

ケーシング 5.6

モーター 14

制御箱フタ 1.3
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[P530-F, 670-F 形 ]

手 順
1. 前下パネルを取り外す。（ナイロンワッシャー付六角ねじ：17本）
2. ふさぎ板を外し、前上パネルを取り外す。（ナイロンワッシャー付六角ねじ：12本 ( ふさぎ板 )、12本 (
前上パネル )）

3. 正面梁を取り外す。（座付ねじ：4本）
4. ベルマウス（左・右）を取り外す。
ベルマウスのねじ穴はダルマ形状になっているので、ねじをゆるめるだけでベルマウスをずらして取り外
せます。
ベルマウス（右）は、モーターシャフトにぶら下がった状態にしてください。

5. ケーシング（前）を取り外す。（座付ねじ：6 本）

6. 制御箱のフタを取り外す。（座付ねじ：6本）
7. 制御箱内部の中継コネクターを外し、モーター配線を熱交換器の上まで引き上げる。

ベルマウス（右）

ふさぎ板

前上パネル

モーター台固定ねじ
ベルマウス(左)

正面梁

ケーシング (前 )
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8. モーター台固定ねじを外す。（座付ねじ：４本）
• モーターを固定しているねじ ( ４か所 ) はドライヤーなどでねじ頭を約１分間温めてから外してください。
ねじは接着剤により固着されているため、無理に外そうとするとねじが折れる可能性があります。ドライ
ヤーの温風は周辺の断熱材にあてないでください。過熱により断熱材が溶融する可能性があります。
• ねじは下図の順番で外してください。順番を間違えた場合、ねじに過大な負荷がかかって折れてしまう可
能性があります。

9. モーター とシロッコファン をユニットから取り外す。
• シャフトに引っ掛かっているベルマウスが干渉しないように作業してください。

10. モーターからシロッコファンを取り外しモーターを交換した後、ベルマウス（右）、ファンを取り付ける。
• モーターシャフトのＤカット２か所とファンセットねじ２か所を合わせ仮止めする。( セットねじ：4 本）
その際モーターシャフト先端とボスは面合わせにしてください。
• モーターからシロッコファンが取り外せない場合はモーターシャフトとシロッコファン間の防錆材を市販
のリムーバー（塗料はがし）を用いて落としてください。

11. 組立てたモーターセットをユニットに取り付ける。
12. ケーシングとファンの両側のクリアランスが均等になる位置でファンのセットねじを締める。
• セットねじの締付トルク　10N・m
• セットねじの外れ防止のため、ねじロック（現地手配）をねじに塗布してください。
（ねじロック：ThreeBond 1322N 相当品）。

13. モーターシャフトとシロッコファンを固定した後、防錆材（推奨品 : 大日本塗料株式会社COSMOREX　
#2000、日新インダストリー株式会社 スーパージンクもしくはローバル株式会社 エポローバル）を塗る。
• 防錆剤を塗る部分は、事前に脱脂してください。

モーター固定ねじ

(ねじ取り外し順序①～④)

4 3

2 1

モーター台固定ねじ（４か所)

シャフト先端とボスは面合わせにすること
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14. 取り外した部品をそれぞれ元通りに取り付ける。
• 別売部品の高静圧モーターに変更する場合は、制御箱内部の中継コネクターも別売部品付属の取付説明
書にしたがって変更してください。

（単位：kg）

部品重量 P530, 670

シロッコファン 7.8

前下パネル 13.2

前上パネル 8.6

ベルマウス 0.6

ケーシング 5.5

モーター 14

制御箱フタ 1.3
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10. お客様への説明
10-1. お客様向け特記事項

• 別冊の取扱説明書に従って、正しい使い方をご説明ください。
とくに「安全のために必ず守ること（3ページ）」の項は、安全に関する重要な注意事項を記載していま
すので、必ず守るようにご説明ください。
• お使いになる方が不在の場合は、オーナー様・ゼネコン関係者様や建物の管理者様にご説明ください。
• この据付工事説明書は、据付け後お客様にお渡しください。
なお、同梱の取扱説明書も必ずお客様にお渡しください。
• お使いになる方が代わる場合は、この据付工事説明書と取扱説明書および保証書を新しくお使いになる方
にお渡しください。

10-1-1. 保護装置が作動した場合の処置
万一異常がありましたら、ただちに運転を中止して運転スイッチを切ってください。
ユニットの形名・製造番号および故障状況を調査のうえ、お買上げ販売店（工事店・サービス店）かお客様
相談窓口へ問い合わせてください。

10-2. 保証とアフターサービス（お客様用）
10-2-1. 保証について

• 保証書は、必ず「お買上げ日（据付日または試運転完了日）・販売店名（工事店名）」などの記入をお確か
めのうえ、販売店（工事店）からお受け取りください。
保証書は内容をよくお読みになったあと、大切に保管してください。
• 保証期間はお買い上げ日（据付日または試運転完了日）から１年間です。
• 保証期間内でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。
• 製品の故障もしくは不具合より発生した、冷却温度上昇による健康障害や食品劣化、水漏れなどによる家
財破損などの付随的損害の責については、ご容赦ください。

10-2-2. 保証できない範囲
保証期間内でも次の場合には有料修理になります。
• ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障。
• お買上げ後の取付場所の移動、落下などによる故障。
• 火災、地震、風水害、落雷その他の天災地変、公害や異常電圧による故障。
• 車輌、船舶などに搭載された場合生じる故障。
• 据付工事による故障。
• 室内のフィルター詰まり、ドレンパン詰まりなどによる故障。
• 保証書のご提示がない場合。
• 保証書にお客様名、据付日、販売店名の記入がない場合あるいは字句を書き換えられた場合。

10-2-3. 補修用性能部品の保有期間
• 当社は、この製品の補修用性能部品を製造打切後９年保有しています。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
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11. 法令関連の表示
標準的な使用環境と異なる環境で使用された場合や、経年劣化を進める事情が存在する場合には、設計使用
期間よりも早期に安全上支障をきたすおそれがあります。

11-1. 標準的な使用条件
11-1-1. 使用範囲

• 使用温度の範囲から外れたところで使用しますと、故障の原因となります。

• 露点温度23℃以上で長時間運転すると、室内ユニットが結露し、水漏れの原因になります。
• 冷房時室外吸込温度が10℃以下で使用する場合は、安定した運転のために防雪フード（吹出ダクト、吸込ダクト）を取り付けてく
ださい。また、ユニット周囲を防雪ネット防雪棚で囲うなどの対策を行ってください。

11-1-2. 使用条件・環境
下記使用条件で使用してください。
下記の保守・点検周期も、同条件で使用した場合を示します。
• 頻繁な発停のない、通常の使用条件であること（機種によって異なりますが、通常の使用における発停回
数は、1時間あたり6回以下を目安としています）。
• 製品の運転時間は、1日あたり10時間、１年あたり2500時間と仮定しています。

冷房 暖房

室内ユニット吸込空気 室外ユニット吸込空気 室内ユニット吸込空気 室外ユニット吸込空気

乾球温度 － 15 ～ 43℃ 乾球温度 ｰ 3 ～ 25℃ －

湿球温度 10 ～ 35℃ － 湿球温度 － ｰ 6.5 ～ 22.5 ℃
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11-2. 点検時の交換部品と保有期間
11-2-1. 機器予防保全の目安

以下の保全周期は、定期点検の結果に基づき必要になるであろう部品交換、修理実施の予測周期を示すもの
であり、保全周期で交換が必要ということではありません。
保全周期は、保証期間ではありません。

• 本表は主要部品を示します。詳細は保守点検契約に基づいて確認してください。
• この保全周期は、製品を長く安心してご使用いただくために、保全行為が生じるまでの目安期間を示して
います。適切な保全設計（保守点検費用の予算化など）のために役立てください。また保守点検契約の契
約内容によっては本表よりも、点検・保全周期が短い場合があります。
• 保守点検の内容は契約会社によって若干異なる場合がありますので、契約時に確認してください。

上表は次の使用条件が前提となります。
• 頻繁な発停のない、通常の使用状態であること。
（機種により異なりますが、通常の使用における発停の回数は、6 回／時間以下を目安としています。）
• 製品の運転時間は、10 時間／日、2500 時間／年と仮定しています。

また、下記の項目に適合するときには、「保全周期」および「交換周期」の短縮を考慮する必要があります。
• 温度・湿度の高い場所、あるいはその変化の激しい場所で使用する場合。
• 電源変動（電圧、周波数、波形歪みなど）が大きい場所で使用する場合（許容範囲外での使用はできませ
ん。）
• 振動、衝撃が多い場所に設置して使用する場合。
• ほこり、塩分、亜硫酸ガスおよび硫化水素などの有害ガス・オイルミストなど良くない雰囲気で使用する
場合。
• 頻繁な発停のある場所、運転時間の長い場所。（24 時間空調など）

11-2-2. 消耗部品の点検周期目安
点検周期は、保証期間ではありません。

• 点検周期は使用方法・環境により前後します。
• 保守点検の内容は契約会社によって若干異なる場合がありますので、契約時によくお確かめください。
• 点検周期に基づいた定期点検実施の場合でも保証期間外での故障修理は有料扱いとなります。

主要部品名 点検周期 保全周期［交換または修理］

圧縮機

1年

20,000 時間

ファンモーター（ファン、ルーバー、ドレンポンプ用など） 20,000 時間

電子基板類 25,000 時間

熱交換器 5年

容器（アキュムレーターなど） 20,000 時間

膨張弁 20,000 時間

バルブ（電磁弁、四方弁など） 20,000 時間

センサー（サーミスター、圧力センサーなど） 5年

ドレンパン 8年

アクティブフィルター（AF 基板、RF 基板、AC ファン）※1 4年

パネルのシール材 劣化・変形などあればパネル交換

※1 製品の運転時間が10 時間 / 日、2500 時間 / 年よりも長くなる場合のみ対象とします。

主要部品名 点検周期 保全周期［交換または修理］

フィルター 6か月 5 年※1

ヒューズ
1年 10年

平滑コンデンサー

※1 使用環境、ほこりの量などによって異なりますので早い時期に確認してください。
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11-3. フロン排出抑制法

11-4. 冷媒の見える化
•「フロン排出抑制法に遵守した記入事項」や「冷媒充てんに関する記録」を所定欄に記載してください。
• 冷媒充てんの結果、「フロン排出抑制法に遵守した記入事項」や「冷媒充てんに関する記録」で変更があれ
ば再度記載してください。

冷媒の地球温暖化係数

記載方法
冷媒の数量を製品銘板の表に容易に消えない方法で記入してください。
（表に記載した内容の控えを取っておくことを推奨します）

11-5. 漏えい点検簿の管理
気密試験後、冷媒の充てん状況・漏えい検査結果などを所定の記録用紙に追記し、システムの所有者が管理
するようにしてください。
記録用紙については、指定のページを参照してください。「様式1冷媒漏えい点検記録簿 (汎用版 )（78
ページ）」

ユニットの廃棄は、専門業者に依頼す
る。

　

指示を
実行

充てんした油や冷媒を取り除いて廃棄し
ないと、環境破壊・火災・爆発の原因
になります。

この製品はフロン排出抑制法・第一種特定製品です。

1) フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。

2) この製品を廃棄・整備する場合には、フロン類の回収が必要です。

3) 冷媒の種類および数量並びにGWP（地球温暖化係数）は、室外ユニットの定格銘板
あるいはユニット内部の冷媒量記入ラベルに記載されています。

4) 冷媒を追加充てんした場合やサービスで冷媒を入れ換えた場合には室外ユニット
内部の冷媒量記入ラベルに必要事項を記入してください。

冷媒 地球温暖化係数

R410A 2090

本製品を所有されているお客様に、製品の性能を維持していただくために、また、冷媒フロン類を適切に管理していただく
ために、定期的な冷媒漏えい点検（保守契約などによる、遠隔からの冷媒漏えいの確認などの、総合的なサービスも含む）（い
ずれも有料）をお願いいたします。
定期的な漏えい点検では、漏えい点検資格者によって「漏えい点検記録簿」へ、機器を設置したときから廃棄するときまで
のすべての点検記録が記載されますので、お客様による記載内容の確認とその管理（管理委託を含む）をお願いいたします。
なお、詳細は下記のサイトを参照してください。*JRA: 一般社団法人 日本冷凍空調工業会
・JRA GL-14 について、https://www.jraia.or.jp/index.html
・フロン漏えい点検制度について、https://www.jarac.or.jp/

JRA* GL-14「冷凍空調機器の冷媒漏えい防止ガイドライン」に基づく冷媒漏えい点検のお願い
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様式１　冷媒漏えい点検記録簿（汎用版） 年　　　月　　　日　～　　　年　　　月　　　日　 管理番号

施設所有者 設備製造者

施設名称 系統名 設置年月日
施設所在地 電話

使用機器

型式 製品区分

運転管理責任者 電話 製番 設置方式 現地施工

点検
事業者

会社名 責任者 用途 検知装置

所在地 電話
冷媒量（kg）

合計充填量 合計回収量 合計排出量 排出係数（％）

使用冷媒 初期充填量（kg） 点検周期 基準 実績（月）

作業年月日 点検理由 充填量（kg） 回収量（kg） 監視・検知手段（最終） センサー型式 センサー感度 資格者名 資格者登録No. ﾁｪｯｸﾘｽﾄNo. 確認者
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11-6. 高圧ガス明細書
本製品は、高圧ガス保安法に基づき、冷媒の圧力を受ける部分には規定された材料・構造を採用し、圧力試
験を実施しています。冷媒の圧力を受ける部分の部品を交換・修理される場合、資格のある事業所（冷凍空
調施設工事事業所）に依頼してください。
据付の際に現地で冷媒配管を行った設備は配管施工部分の気密試験を設計圧力以上の圧力で行ってください。
本製品の保安上の明細は、下記のとおりです。

形名 冷媒
設計圧力（MPa） 容器

高圧 低圧 管外径（mm）×長さ（mm）×列数×本 主な材料

PFAV-P265DMJ3G-F

R410A 4.15 2.21

φ 7.0 × 850 × 3 × 51

C1220T-OL
PFAV-P335DMJ3G-F φ 7.0 × 850 × 4 × 68

PFAV-P530DMJ3G-F
φ 7.0 × 1010 × 3 × 48

PFAV-P670DMJ3G-F
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裏表紙

検索

空調機器管理ツール「MELflo（メルフロー）」便利なツール
のご紹介

●MELflo（メルフロー）とは
MELfloは、機器情報を記録・共有して、機器管理やフロン排出抑制法で定められた簡易点検をサポートするツールです。

●MELfloのメリット

オーナー様 (機器所有者 )

施工業者様、メンテナンス業者様

①機器情報をクラウド上で一元管理
物件ごとに形名・製造番号・設置場所等を登録・確認できるので、効率的に機器管理することができます。

②簡易点検サポート
点検予定日のお知らせや、簡易点検結果を簡単登録できるので、フロン排出抑制法で義務化された3ヵ月毎の簡易点検をサポー
トします。

④機器データ管理
アプリで試運転結果を簡単登録。登録結果をもとに出力も行うことができるので、報告書作成をサポートします。

MELfloで簡易点検の
結果を登録

点検・整備記録簿を
作成・出力

＊画面はイメージです。実際のアプリ画面とは異なる場合があります。仕様は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

③データ共有で効率的な機器管理や保守対応を支援
施工業者、メンテナンス業者などの関係者間で機器情報を共有できます。点検や故障時にスムーズなやり取りができ、効率的で
質の高い保守対応につながります。

●MELfloを使うには、アプリを無料ダウンロード※

※通信料はお客様のご負担となります。

＊本アプリは、店舗・事務所パッケージエアコン、ビル用マルチエアコン、設備用パッケージエアコン、低温機器、産業用除湿機が対象です。
＊本アプリをご使用いただくためには、スマートフォン：AndroidTM11.0以上／iOS®16.0以降、PC：Windows®10以上 64bitが必要です。また、最新バージョンでは、正しい表示
や動作ができない場合があります。

＊iOS は、米国および他の国におけるCisco Systems Inc. の商標または登録商標であり、ライセンスに基づき使用されています。
＊Android、Google Play、Google Playロゴは、Google LLC の米国およびその他の国における商標です。
＊Apple、Appleロゴ、iPhoneは、米国および他の国々で登録されたApple Inc. の商標です。iPhone の商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
App Store は、Apple Inc. のサービスマークです。

＊Windows®は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。その他すべての商標はそれぞれの所有者に帰属します。
＊Bluetooth®のワードマークは、Bluetooth SIG,Inc.が所有する登録商標であり、三菱電機株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。

PC版のダウンロードはこちらから▼
MELflo
(メルフロー)

●iPhoneをお使いの方はこちら ●AndroidTMをお使いの方はこちら

暮らしと設備の業務支援サイトWIN2K 三菱電機WIN2K

トップ ＞ 計算ソフト ＞ フロン点検・危機管理ツール
https://www.mitsubishielectric.co.jp/ldg/wink/ssl/
searchCalcSoft.do?isid=KIKIKANRI_SOFT&idid=
FREON_TENKEN

MELflo

冷熱システム製作所　〒640-8686　和歌山市手平6-5-66

ご不明な点や修理に関するご相談は、お買上げの販売店（工事店・サービス店）か
お近くの「三菱電機 修理窓口・ご相談窓口」（別紙）にご相談ください。


